
         

映
画
館

 

        

田
渕
靖
章 



 
 

人
物 

田
中
博
之 

( 1 4 ) 
 

観
客
の
中
学
生 

ケ
ン
タ
ロ
ウ

( 3 6 ) 
 

主
人
公 

 
 

 

悪
太
郎 

 
( 3 3 ) 

 

暴
走
族
の
リ
ー
ダ

ー 

悪
次
郎 

 

( 2 4 ) 
 

悪
太
郎
の
弟 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

少
女 

 
 

(9) 
 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
仲

間 

殿
森
茂
雄 

( 2 1 ) 
 

観
客
の
大
学
生 

 

伊
田
敦 

 

( 2 1 ) 
 

観
客
の
大
学
生 

野
中
孝
彦 

( 2 0 ) 
 

観
客
の
大
学
生 

メ
ガ
ネ 

 

( 2 5 ) 
 

観
客
の
無
職 

森
川
大
輔 

( 1 3 ) 
 

観
客
の
中
学
生 

石
飛
浩 

 

( 1 3 ) 
 

観
客
の
中
学
生 

楢
崎
達
哉 

( 1 2 ) 
 

観
客
の
中
学
生 

田
中
静
江 

( 6 2 ) 
 

博
之
の
お
婆
さ
ん 

浮
浪
者 

 

( 5 5 ) 
 

 
 

観
客
の
不
良
者 

会
社
員 

 

( 4 2 ) 
 

観
客
の
会
社
員 

博
士 

 
 

( 8 8 ) 
 

博
士 

桃
太
郎 
 

( 4 5 ) 
 

博
士
の
息
子 

  



○
田
中
家
２
階
・
博
之
の
部
屋(

朝) 

 
 

 
田

中

博
之(1

4
)

、

ベ
ッ

ド

の

上

で
目

を

覚

ま

す
。 

 
 

 

起
き
上
が
る
と
走
っ
て
部
屋

か
ら
出
て
行
く
。 

 

○
田
中
家
１
階
・
リ
ビ
ン
グ(

朝) 

博
之
、
ふ
す
ま
を
開
け
て
入
っ
て
来

る
。 

博
之｢

お
ば
あ
ち
ゃ
ん!?

｣
 

 
 

 

座
っ
て
い
る
田
中
静
江(6

3
)

、
振
り
向
く
。 

静
江
「
ど
う
し
た
ん
？
」 

博
之
「
今
日
や
で
今
日
！
デ
ッ
ド
タ

ウ
ン
救
世
主
物

語
！
上
映
日
や
で
！
」 

静
江
「
そ
う
や
っ
た
ね
。
で
、
何
時
か

ら
や
っ
た
？
」 

博
之
「
２
時
か
ら
や
っ
ち
ゅ
！
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
覚
え

て
る
や
ろ!?

」 

 
 

 

静
江
、
満
面
の
笑
み
を
見
せ

る
。 

静
江
「
お
ー
お
ー
、
覚
え
て
る
よ
」 

博
之
「
う
ぉ
ー
」 

 
 

 

と
、
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
浮

か
べ
る
。 

 



○
電
車
の
中(

朝) 

 
 

 
森
川
大
輔(1

3
)

、
石
飛
浩(1

3
)

、
並
ん
で
座
っ

て
い
る
。 

石
飛
「
あ
ー
、
映
画
楽
し
み
だ
ね
ー

」 

森
川
「
崩
壊
し
た
社
会
が
舞
台
で
、

主
人
公
の
乗
っ

て
る
改
造
車
も
す
ご
い
ら
し
い
か
ら

な
」 

石
飛
「
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
オ
モ
シ
ロ
そ

う
だ
ね
！
」 

 
 

 

と
、
森
川
と
嬉
し
そ
う
な
表

情
を
浮
か
べ
る
。 

 

○
御
殿
山
駅(

朝) 

 
 

 

博
之
、
静
江
、
ホ
ー
ム
に
立

っ
て
い
る
。 

電
車
到
着
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る

。 

電
車
が
到
着
し
て
、
扉
が
開
く
。 

 

○
電
車
の
中(

朝) 

 
 

 

博
之
、
静
江
、
扉
か
ら
入
っ

て
来
て
座
る
。

正
面
に
森
川
、
石
飛
、
楢
崎
達
哉(1

2
)

、
並
ん

で
座
っ
て
い
る
。 

森
川
「
登
場
人
物
全
員
が
謎
に
包
ま

れ
て
る
ん
？
」 

楢
崎
「
な
ん
か
ね
、
最
初
は
味
方
だ

っ
た
人
と
か
、



い

い

人

達

が

突

然

豹

変

し

て

敵

に

な

っ

た

り

す

る
ら
し
い
よ
」 

石
飛
「
そ
れ
怖
い
ね
」 

楢
崎
「
だ
か
ら
誰
も
信
用
で
き
な
い

よ
」 

森
川
「
ま
あ
大
丈
夫
や
。
主
人
公
の

ケ
ン
タ
ロ
ウ
が

全
部
倒
す
だ
け
や
。
あ
の
シ
ョ
ッ
ト

ガ
ン
で
」 

博
之
、
３
人
を
見
て
う
れ
し
そ
う
な
表
情
を

浮
か
べ
て
、
静
江
を
見
上
げ
る
。 

博
之
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
！
あ
の
人
達

も
な
、
映
画
見

に
行
く
見
た
い
や
で
！
」 

静
江
「
そ
ん
な
感
じ
の
事
言
う
て
た

な
ー
」 

博
之
「
う
ぉ
ー
。
も
し
か
し
て
な
、

こ
の
電
車
に
乗

っ
て
る
人
達
な
、
み
ん
な
同
じ
や
っ

た
り
し
て
な
」 

静
江
「
そ
れ
や
っ
た
ら
面
白
い
な
ー

」 

博
之
「
運
転
手
さ
ん
も
そ
の
為
に
運

転
し
て
る
か
も

知
れ
へ
ん
な
」 

静
江
「
運
転
手
さ
ん
は
仕
事
中
で
難

し
そ
う
や
で
ー
」 

博
之
「
う
ぉ
ー
、
運
転
手
さ
ん
可
愛

そ
う
や
な
ー
」 

と

、

悲

し

そ

う

な

表

情

を

浮

か

べ

て

か

ら

、

笑
顔
で
窓
の
外
を
見
る
。 



○
ワ
ン
ル
ー
ム
の
部
屋
の
中 

殿

森

茂

雄(2
1

)

、

伊

田

敦(2
1

)

、

野

中

孝

彦

(2
0

)
、
机
を
囲
ん
で
座
っ
て
い
る
。 

 
 

 

殿
森
「
も
う
一
回
言
っ
て
く
れ
る
？

」 

野
中
「
デ
ッ
ド
タ
ウ
ン
救
世
主
物
語

」 

 
 

 

殿
森
、
ニ
ヤ
つ
く
。 

殿
森
「
何
や
ん
ね
ん
そ
の
子
供
向
け

っ
ぽ
い
タ
イ
ト

ル
は
？
」 

野
中
「
今
日
か
ら
上
映
ら
し
い
で
！

」 

 
 

 

殿
森
、
野
中
を
止
め
る
よ
う

に
片
方
の
手
の

平
を
向
け
る
。 

殿
森
「
待
て
よ
、
お
前
、
ま
さ
か
そ

れ
を
見
た
い
と

か
言
い
出
さ
ん
や
ろ
う
な
？
」 

野
中
「
ち
ょ
っ
と
見
た
い
か
も
」 

 
 

 

殿
森
、
手
を
下
げ
て
伊
田
を

見
る
。 

殿
森
「
ど
う
思
う
そ
の
企
画
？
」 

伊
田
「
た
ま
に
は
映
画
も
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
？
」 

 
 

 

殿
森
、
野
中
を
見
て
真
剣
な

表
情
を
見
せ
る
。 

殿
森
「
そ
れ
、
ど
ん
な
内
容
や
ね
ん

？
」 

野
中
「
暴
力
が
支
配
す
る
謎
の
荒
れ

果
て
た
時
代
を



生
き
抜
く
物
語
ら
し
い
で
」 

殿
森
「
そ
れ
マ
ッ
ド
マ
ッ
ク
ス
と
か

北
斗
の
拳
の
パ

ク
リ
ち
ゃ
う
ん
か
？
」 

野
中
「
い
や
、
善
人
で
あ
る
普
通
の

人
々
が
突
然
豹

変

し

て

襲

い

か

か

っ

て

き

た

り

す

る

サ

ス

ペ

ン

ス
や
か
ら
大
人
の
作
品
や
で
」 

殿
森
「
そ
れ
ど
こ
の
国
の
映
画
や
ね

ん
？
」 

野
中
「
日
本
映
画
」 

 
 

 

殿
森
、
野
中
を
見
た
ま
ま
呆

然
と
す
る
。 

伊
田
、
そ
の
沈
黙
を
笑
う
。 

殿
森
「
俺
に
は
駄
作
し
か
思
い
浮
か

ば
へ
ん
わ
」 

伊
田
「
逆
に
面
白
そ
う
な
感
じ
も
す

る
け
ど
ね
」 

 
 

 

野
中
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か

べ
る
。 

野
中
「
そ
う
や
ろ
。
逆
に
い
い
や
ろ

！
」 

 
 

 

殿
森
、
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
悩
む
。 

 

○
中
規
模
な
街
の
繁
華
街 

博
之
、
静
江
、
歩
い
て
い
る
。 

静
江
「
お
ー
、
や
っ
と
映
画
館
見
え

て
き
た
で
ー
」 

博
之
「
う
ぉ
ー
」 



そ
の
先
に
は
、
丈
夫
そ
う
な
黒
い
ド
ー
ム
型

の
建
築
物
が
立
っ
て
い
る
。
看
板
に

は
『
ザ
・

シ
ェ
ル
タ
ー
』
と
書
か
れ
て
い
る
。 

 

○
映
画
館
・
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場 

デ

ッ

ド

タ

ウ

ン

救

世

主

物

語

の

ポ

ス

タ

ー 

に

は

、

小

太

り

で

小

柄

な

ケ

ン

タ

ロ

ウ

が

、

タ

レ

目

の

サ

ン

グ

ラ

ス

を

か

け

て

直

立

し

て
い
る
。 

殿
森
、
受
付
に
や
っ
て
来
る
。 

殿
森
「
デ
ッ
ド
タ
ウ
ン
救
世
主
物
語

を
大
人
３
枚
」 

 
 

 

お
金
を
払
い
。
チ
ケ
ッ
ト
を

受
け
取
る
。 

そ
の
場
か
ら
離
れ
て
行
く
。 

 

○
映
画
館
・
出
入
口
の
外 

殿

森

、

伊

田

、

野

中

、

扉

か

ら

出

て

く

る

。 

博
之
、
静
江
、
入
れ
替
わ
る
よ
う
に

、
映
画

館
の
中
に
入
っ
て
行
く
。 

メ

ガ

ネ(2
5

)

、
少

し

す

る

と

、

扉

か

ら

出

て

来
て
立
ち
止
り
、
カ
バ
ン
の
中
か
ら
ス
マ
ー



ト
フ
ォ
ン
を
取
り
出
し
時
間
を
見
る

。
同
時

に
、
チ
ケ
ッ
ト
が
カ
バ
ン
の
中
か
ら
地
面
に

落
ち
る
。 

メ
ガ
ネ
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
て
行
く

。 

浮

浪

者(5
5

)
、
や

っ

て

来

て

落

ち

て

い

る

チ

ケ
ッ
ト
を
拾
う
。 

浮
浪
者｢

い
い
モ
ン
見
っ
け
！
は
は

っ
！｣

 

 
 

 

と
、
映
画
館
の
中
に
入
っ
て

行
く
。 

 

〇
映
画
館
・
売
店 

 
 

 

ガ
ラ
ス
張
り
の
棚
に
は
、
タ

レ
目
の
サ
ン
グ

ラ
ス
、
水
筒
、
特
殊
警
棒
、
縄
な
ど

、
映
画

関
連
の
道
具
が
並
ん
で
い
る
。 

 
 

 

博
之
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
じ
っ

と
見
て
い
る
。 

 
 

 

静
江
、
博
之
を
見
て
笑
み
を

浮
か
べ
る
。 

静
江
「
こ
れ
ほ
し
い
ん
か
？
」 

博
之
「
う
ぉ
ー…

…

」 

静
江
「
い
い
よ
ー
。
買
っ
て
あ
げ
る

よ
」 

 
 

 

博
之
、
驚
い
た
様
に
静
江
を

見
上
げ
る
。 

博
之
「
い
い
の
⁉
」 



静
江
、
嬉
し
そ
う
に
頷
く
。 

 

○
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
・
店
内 

殿
森
、
伊
田
、
野
中
、
座
っ
て
い
る

。 

野
中
「
何
だ
か
ん
だ
言
っ
て
や
っ
ぱ

り
来
た
な
」 

殿
森
「
俺
は
期
待
し
て
な
い
ぞ
」 

野
中
「
案
外
面
白
い
っ
て
」 

殿
森
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
も
そ
の
系
の

映
画
は
も
う
い 

い
わ
っ
て
感
じ
や
の
に
、
日
本
映
画

で
荒
れ
果
て 

た
時
代
を
描
く
っ
て
ど
ん
な
ん
や
ね

ん
」 

伊
田
「
最
近
の
日
本
映
画
の
Ｃ
Ｇ
は

結
構
綺
麗
だ
よ
」 

殿
森
「
一
歩
引
い
て
Ｃ
Ｇ
が
綺
麗
や

っ
た
と
し
よ
う
。

そ

れ

で

何

を

描

く

ね

ん

？

人

物

の

感

情

と

か

葛

藤
と
か
、
そ
ん
な
ん
い
ら
ん
で
」 

野
中
「
多
分
ア
ク
シ
ョ
ン
や
っ
て
。

シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン

使
う
ら
し
い
か
ら
」 

殿
森
「
日
本
映
画
と
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン

の
組
み
合
わ
せ

な
ん
て
、
確
実
に
駄
作
や
ろ
？
」 

 
 

 

伊
田
、
野
中
、
笑
う
。 

殿
森
「
な
ん
か
嫌
な
予
感
す
る
わ
ー

」 



伊
田
「
逆
に
ネ
タ
に
な
る
か
も
ね
」 

殿
森
「
銃
を
撃
っ
て
る
の
に
反
動
が

な
い
と
か
な
」 

伊
田
「
カ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
が
法
定
速

度
と
か
？
」 

殿
森
「
そ
れ
を
期
待
す
る
わ
。
さ
す

が
に
こ
の
歳
に

な

っ

て

単

純

な

ア

ク

シ

ョ

ン

で

は

喜

ば

れ

へ

ん

か
ら
な
。
そ
れ
も
日
本
映
画
っ
て
」 

野
中
、
笑
み
を
浮
か
べ
る
。 

野
中
「
楽
し
み
や
な
。
デ
ッ
ド
タ
ウ
ン

救
世
主
物
語
」 

殿
森
「
そ
の
タ
イ
ト
ル
で
笑
け
る
わ

」 

 
 

 

と
、
笑
っ
て
顔
を
そ
ら
す
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

博
之
、
静
江
と
並
ん
で
前
方

の
席
に
座
っ
て

い
る
。 

客
、
続
々
と
入
っ
て
来
る
。 

殿
森
、
伊
田
、
野
中
、
入
っ
て
来
る

と
、
中

央
よ
り
少
し
後
ろ
の
席
に
座
る
。 

浮
浪
者
、
一
番
後
ろ
の
席
で
、
酒
を
飲
ん
で

い
る
。 

森
川
、
石
飛
、
楢
崎
、
そ
の
順
番
で

、
前
か



ら
３
列
目
の
席
に
並
ん
で
座
る
。 

 

○
映
画
館
・
劇
場
の
入
り
口 

列
に
並
ぶ
客
達
、
従
業
員
に
チ
ケ
ッ
ト
を
渡

し

て

、

次

か

ら

次

へ

と

通

り

抜

け

て

行

く

。 

メ
ガ
ネ
、
続
い
て
や
っ
て
来
て
、
カ
バ
ン
の

中
に
手
を
入
れ
る 

メ
ガ
ネ
男｢

あ
れ
っ…

…
｣

 

 
 

 

と
、
カ
バ
ン
の
中
を
探
す
。 

客
が
詰
ま
る
。 

メ
ガ
ネ
、
急
い
で
そ
の
場
を
去
る
。 

 

○
映
画
館
・
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場 

 
 

 

メ
ガ
ネ
、
小
走
り
で
受
付
に

や
っ
て
来
る
。 

メ
ガ
ネ
「
あ
の
ー
、
デ
ッ
ド
タ
ウ
ン

救
世
主
物
語
の 

チ
ケ
ッ
ト
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
ん

で
す
が
」 

受
付
の
声
「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

。
落
と
さ
れ
た 

チ
ケ
ッ
ト
の
保
障
は
承
っ
て
お
り
ま

せ
ん
」 

メ
ガ
ネ
「
な
ら
大
人
一
枚
く
だ
さ
い

」 

受
付
の
声
「
申
し
訳
な
い
ん
で
す
が

、
も
う
売
切
れ 



て
し
ま
い
ま
し
た
」 

メ
ガ
ネ
「
じ
ゃ
あ
、
次
の
時
間
の
デ

ッ
ド
タ
ウ
ン
救 

世
主
物
語
の
チ
ケ
ッ
ト
を
く
だ
さ
い

」 

受
付
「
本
日
１
回
限
り
の
上
映
と
な

っ
て
お
り
ま
す
」 

メ
ガ
ネ
、
肩
を
落
と
し
て
去
っ
て
行

く
。 

 

○
劇
場 

博
之
、
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
サ
ン
グ
ラ
ス

を
見
て
い
る
。 

静
江
、
隣
に
座
っ
て
い
る
。 

静
江
「
か
け
へ
ん
の
か
？
そ
れ
？
」 

博
之
「
こ
れ
は
な
、
大
人
に
な
っ
た
ら

か
け
る
ね
ん
」 

静
江
「
そ
う
か
ー
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

楽
し
み
に
し
て

る
で
。
そ
の
日
が
く
る
の
を
」 

博
之
「
う
ぉ
ー
」 

 
 

 

と
、
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
す

る
。 

静
江
、
カ
バ
ン
の
中
か
ら
菓
子
の
箱
を
取
り 

出
し
、
博
之
に
渡
す
。 

会
社
員(3

7
)

、
や
っ
て
来
る
と
、
静

江
の
隣 

に
座
る
。 



劇
場
は
満
席
に
な
る
。 

座
っ
て
い
る
殿
森
、
伊
田
、
野
中
。 

野
中
「
満
席
や
な
」 

殿
森
「
そ
こ
ま
で
人
を
惹
き
つ
け
る

魅
力
が
あ
ん
の

か
こ
の
映
画
に
は
？
」 

伊
田
「
ど
っ
ち
に
し
て
も
ネ
タ
に
は

な
る
よ
」 

殿
森
「
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
わ
。
ち

ょ
っ
と
飲
み
物

買
っ
て
く
る
わ
」 

伊
田
「
あ
っ
、
じ
ゃ
あ
俺
も
」 

と
、
殿
森
と
外
に
出
て
行
く
。 

 

○
映
画
館
・
売
店 

 
 

 

殿
森
、
伊
田
、
メ
ニ
ュ
ー
を
見

上
げ
て
い
る
。 

殿
森
「
で
き
る
限
り
大
き
い
物
が
必

要
や
な
」 

伊
田
「
大
き
い
の
？
」 

殿
森
「
さ
す
が
に
こ
の
映
画
を
何
も

飲
ま
ず
食
わ
ず

で
見
続
け
る
の
キ
ツ
そ
う
や
か
ら
な

」 

伊
田
「
確
か
に
」 

殿

森

、

伊

田

、

カ

ウ

ン

タ

ー

の

前

に

行

く

。 

 



○
劇
場 

薄
暗
く
な
り
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
流
れ
て
い 

る
。 

殿

森

、

伊

田

、

３

人

分

の

飲

み

物

を

手

に

、 

野
中
の
席
の
隣
に
戻
っ
て
来
て
座
る

。 

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
終
わ
る
と
、
幕
が
広
が
り
、 

劇
場
が
更
に
暗
く
な
る
。 

博

之

、

希

望

に

満

ち

溢

れ

た

表

情

に

な

る

。 

博
之｢

う
ぉ
ー
、
つ
い
に
来
た
ぞ
！

う
ぉ
ー｣

 

 
 

 

と
、
両
手
で
握
り
拳
を
作
り

身
構
え
る
。 

 

○
画
面
・
廃
墟
と
な
っ
た
街
の
道
路 

薄
暗
く
人
が
い
な
い
。 

ボ
ロ
ボ
ロ
の
軽
自
動
車
、
走
っ
て
い

る
。 

 

○
画
面
・
軽
自
動
車
の
車
内 

小

柄

で

小

太

り

な

体

型

を

し

て

い

る

ケ

ン

タ

ロ

ウ(3
6

)

、
タ

レ

目

の

サ

ン

グ

ラ

ス

を

か

け
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
ん
？
」 



 
 

 

と
、
眉
を
顰
め
る 

 

○
画
面
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

老
人
、
横
た
わ
っ
て
い
る
。 

少
女(

６)
、
横
に
座
っ
て
い
る
。 

軽
自
動
車
、
目
の
前
に
止
ま
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
車
か
ら
降
り
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
大
丈
夫
か
？
」 

老
人
「
お
願
い
で
す
。
こ
の
子
を
安

全
な
場
所
に
連 

れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
も
ち
ろ
ん
だ
と
も
」 

老
人
「
さ
あ
お
嬢
ち
ゃ
ん
、
こ
の
人

に
つ
い
て
行
く 

ん
だ
。
い
い
ね
」 

 
 

 

少
女
、
大
き
く
頷
く
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
老
人
に
手
を
差
し
出

す
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
さ
あ
、
あ
ん
た
も
立

つ
ん
だ
」 

老
人
「
私
は
足
手
ま
と
い
に
な
る
だ

け
で
す
。
他
の 

場

所

を

探

す

の

で

、

放

っ

て

お

い

て

く

だ

さ

い

」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
大
丈
夫
。
こ
の
車
に
は

４
人
乗
れ
る
」 

そ
の
時
、
無
数
の
バ
イ
ク
の
音
が
近
づ
い
て 



来
る
。 

老
人
「
早
く
そ
の
子
と
こ
こ
を
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
あ
ん
た
を
見
捨
て
る

事
は
で
き
な
い
」 

 
 

 

と
、
老
人
に
肩
を
貸
し
、
老

人
と
少
女
を
ス 

タ
ン
ド
内
の
店
の
中
に
入
れ
る
。
外
か
ら
扉 

を
閉
め
、
音
の
す
る
方
を
向
く
。 

悪
太
郎(3

3
)

、
悪
次
郎(2

4
)

、
２
台
の
バ
イ
ク

で
や
っ
て
来
る
と
、
軽
自
動
車
の
前
に
止
ま

る
。 

悪
太
郎
「
こ
り
ゃ
い
い
車
じ
ゃ
ね
え

か
」 

 
 

 

と
、
バ
イ
ク
を
降
り
て
軽
自

動
車
に
触
れ
る
。 

悪
次
郎
「
兄
貴
！
ど
う
す
る
？
」 

悪
太
郎
「
こ
の
車
は
俺
の
物
だ
」 

 
 

 

悪
次
郎
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
を
睨

み
つ
け
る
。 

悪
次
郎
「
お
い
、
鍵
を
出
せ
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
悪
い
が
、
そ
の
車
は

や
れ
ん
」 

悪
次
郎
「
な
ん
だ
と
！
」 

と
、
険
し
い
表
情
を
浮
か
べ
て
、
ケ
ン
タ
ロ 

ウ
に
掴
み
か
か
ろ
う
と
す
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
ズ
ボ
ン
の
中
か
ら
シ
ョ
ッ
ト



ガ
ン
を
取
り
出
し
、
悪
次
郎
に
向
け

る
。 

悪
次
郎
、
驚
い
て
止
ま
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
お
前
は
も
う
死
ぬ
ぞ

。
３
秒
後
に
」 

 

○
劇
場 

殿
森
、
少
し
笑
う
。 

殿
森｢

こ
れ
北
斗
の
拳
や
ん
け
！｣

 

 

○
画
面
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
向
け
て
い

る
。 

そ
の
先
の
悪
次
郎
、
悔
し
そ
う
に
バ
イ
ク
に

乗
っ
て
、
悪
太
郎
と
走
り
去
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
も
う
出
て
来
て
も
大

丈
夫
だ
」 

少
し
す
る
と
、
老
人
、
怒
っ
た
表
情
で
扉
を

開
け
て
出
て
来
る
。 

老
人
「
貴
様
！
八
つ
裂
き
に
し
て
く

れ
る
わ
！
」 

 
 

 

と
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
に
向
か
っ

て
走
る
。 

 

○
劇
場 



博
之
、
驚
く
。 

博
之
「
お
っ
、
何
や
⁉
」 

 

○
画
面
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
老
人
を
取
り
押
さ
え
て
い
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
一
体
ど
う
し
た
ん
だ

？
」 

老
人
「
離
せ
！
お
前
を
殺
し
て
や
る

！
皆
殺
し
だ
！
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
取
り
出
し
、

老
人
の
頭
を
叩
い
て
気
絶
さ
せ
る
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
足
を
組
み
、
ア
ゴ
に

手
を
当
て
る
。 

殿
森
「
そ
う
来
た
か
。
始
ま
っ
た
所

か
ら
い
い
感
じ

に
引
き
付
け
る
や
ん
け
」 

劇

場

に

軽

自

動

車

の

扉

の

閉

ま

る

音

が

響 

き
、
走
り
出
す
音
が
響
く
。 

会
社
員
、
時
間
を
確
認
す
る
よ
う
に
腕
時
計

を
見
て
か
ら
、
画
面
を
見
る
。 

 

○
画
面
・
寂
れ
た
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場 



軽
自
動
車
、
や
っ
て
来
る
と
停
車
す

る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
声｢

こ
こ
で
待
っ
て

い
て
く
れ｣

 
ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
軽
自
動
車
か
ら
降
り

て
、
店

の
中
に
入
っ
て
行
く
。 

 

○
画
面
・
寂
れ
た
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

店
内 

薄
暗
く
、
物
が
散
乱
し
て
い
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
踏
み
つ

け
、
音
を
立
て
歩
く
。 

そ
の
先
の
死
角
に
隠
れ
て
い
る
男
Ａ

、
ナ
イ

フ
を
片
手
に
か
ま
え
て
待
っ
て
い
る

。 

 

○
劇
場 

博
之
、
驚
く
。 

博
之｢

危
な
い
！
ナ
イ
フ
が
前
に
お

る
！｣

 

 

○
画
面
・
廃
れ
た
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

店
内 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
立
ち
止
ま
る
と
、
シ
ョ
ッ
ト

ガ
ン
を
取
り
出
し
て
か
ま
え
る
。
警
戒
す
る

よ
う
に
、
忍
び
足
で
男
Ａ
が
隠
れ
て
い
る
死



角
に
足
を
踏
み
入
れ
る
。 

男
Ａ
、
死
ん
だ
フ
リ
を
し
て
い
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
一
息
つ
き
、
男
Ａ
に
背
を
向

け
る
。 

男
Ａ
、
勢
い
良
く
目
を
開
け
て
ケ
ン
タ
ロ
ウ

を
睨
む
。 

博
之
の
声｢

後
ろ
や
危
な
い
！｣

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
急
い
で
男
Ａ
の
方
へ
と
振
り

返
り
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
向
け
る
。 

 

〇
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
伊
田
、
声
を
出
さ
ず

笑
っ
て
い
る
。 

殿
森
「
あ
の
子
も
登
場
人
物
の
１
人

み
た
い
や
な
」 

伊

田

、

笑

い

な

が

ら

小

刻

み

に

う

な

ず

く

。 

 

〇
画
面
・
廃
れ
た
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

店
内 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
死
ん
だ
フ

リ
を
し
て
い
る
男
Ａ
に
向
け
て
い
る

。 

博
之
の
声｢

死
ん
だ
フ
リ
し
て
る
だ

け
や
っ
ち
ゅ
！｣

 

男
Ａ
、
突
然
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
に
襲
い
か
か
る
。 



ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
で
男
を
叩
い

て
気
絶
さ
せ
る
。 

 

○
劇
場 

博

之

、

真

剣

な

表

情

で

画

面

を

見

て

い

る

。

森
川
、
前
の
席
か
ら
怒
っ
た
表
情
で
振
り
返

る
よ
う
に
博
之
を
睨
ん
で
い
る
。 

 

〇
画
面
・
廃
れ
た
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

店
内 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
周
囲
を
警
戒
す
る
よ
う
に
シ

ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
片
手
に
や
っ
て
来
る

。 

棚

か

ら

バ

イ

ク

用

の

エ

ン

ジ

ン

オ

イ

ル

を

手
に
取
り
、
服
の
中
に
入
れ
る
。 

男
Ｂ
、
死
角
か
ら
ナ
イ
フ
を
片
手
に

、
ケ
ン

タ
ロ
ウ
の
右
側
か
ら
近
づ
い
て
来
る

。 

 

○
劇
場 

 
 

 

博
之
、
立
ち
上
が
る
。 

博
之
「
危
な
い
左
や
！
」 

森
川
、
勢
い
良
く
怒
っ
た
顔
で
振
り
返
っ
て



田
中
を
睨
む
。 

 

○
画
面
・
廃
れ
た
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

店
内 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
男
Ｂ
に
背
を

向
け
、
誰
も
い

な
い
方
向
に
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
向
け

る
。 

男
Ｂ
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
背
後
か
ら
か
ナ
イ
フ

を
片
手
に
襲
い
か
か
る
。 

博
之
の
声
「
間
違
え
て
も
う
た
右
や

右
！
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
素
早
く
振
り
返
り
、
シ
ョ
ッ

ト
ガ
ン
で
男
Ｂ
を
叩
き
、
気
絶
さ
せ

る
。 

 

〇
劇
場 

殿
森
、
眉
を
顰
め
て
、
真
剣
な
表
情
で
画
面

を
見
て
い
る
。 

大

き

な

画

面

に

映

し

出

さ

れ

て

い

る

後

姿

の
ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
画
面
の
方
へ
振
り
向
い
て
、

カ
メ
ラ
目
線
に
な
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

助
か
っ
た
よ｣

 

と
、
背
を
向
け
離
れ
て
行
く
。 

博

之

、

目

を

輝

か

せ

て

嬉

し

そ

う

に

す

る

。 



殿
森
、
座
っ
て
い
る
椅
子
と
、
そ
の
周
囲
を 

入
念
に
調
べ
る
。 

隣
に
座
っ
て
い
る
伊
田
、
殿
森
を
見

る
。 

伊
田
「
何
し
て
ん
の
？
」 

 
 

 

殿
森
、
伊
田
を
見
て
止
ま
る

。 

殿
森
「
ど
こ
か
に
音
声
認
識
シ
ス
テ

ム
の
マ
イ
ク
が 

埋
め
込
ま
れ
て
る
は
ず
や
」 

と

、

視

線

を

ス

ク

リ

ー

ン

の

周

囲

に

移

す

。 

殿
森
「
そ
れ
と
も
、
高
性
能
な
マ
イ

ク
で
遠
く
か
ら

客
席
の
音
を
拾
っ
て
る
ん
か
？
」 

伊
田
「
も
し
か
し
て
、
連
動
し
て
る

？
」 

殿
森
「
間
違
い
な
い
。
こ
れ
は
音
声

認
識
シ
ス
テ
ム 

を

使

っ

た

、

新

型

の

エ

ン

タ

ー

テ

イ

メ

ン

ト

や

」 

 
 

 

と
、
考
え
る
表
情
に
な
る
。 

殿
森
「
で
も
、
ど
こ
に
そ
れ
が…

…

」 

伊
田
「
も
し
か
し
て
、
エ
キ
ス
ト
ラ

の
人
と
か
じ
ゃ 

な
い
？
」 

殿
森
「
台
本…

…

、
と
い
う
事
は
あ

れ
は
子
役
か!?

」 

と
、
伊
田
と
博
之
の
方
を
見
る
。 

博

之

、

真

剣

な

表

情

で

画

面

を

見

て

い

る

。 



○
画
面
・
廃
れ
た
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場 

 
 

 
ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
扉
か
ら
出
て

来
る
。 

博
之
の
声
「
い
や
ー
、
さ
っ
き
は
危
な

か
っ
た
な
ー
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
あ
あ
、
君
が
教
え
て
く

れ
な
け
れ
ば
、

俺
は
や
ら
れ
て
い
た
」 

 
 

 

と
、
軽
自
動
車
の
方
に
歩
い

て
行
く
。 

 

○
劇
場 

殿

森

、

伊

田

、

呆

然

と

画

面

を

見

て

い

る

。 

伊
田
「
こ
れ
参
加
し
ろ
っ
て
意
味
じ

ゃ
な
い
？
」 

殿
森
「
ち
ょ
っ
と
試
し
て
み
る
か
」 

 
 

 

と
、
構
え
る
様
に
前
の
め
り

に
な
る
。 

 

○
画
面
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
軽
自
動
車
に

近
づ
い
て
来
る
。 

車
の
中
に
少
女
の
姿
が
見
え
な
い
。
物
音
が 

す
る
。
ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
取 

り
出
し
、
周
囲
を
警
戒
す
る
。 

 

○
劇
場 



 
 

 

殿
森
、
口
か
ら
息
を
吸
い
込

む
。 

殿
森
「(
大
き
な
声)

右
だ
！
」 

 

○
画
面
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
急
い
で
右
を
向
く
。
誰
も
い

な
い
。 

男
Ｃ
、
左
か
ら
現
れ
、
ナ
イ
フ
で
ケ
ン
タ
ロ

ウ
の
腕
を
刺
す
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
う
あ
っ
」 

と
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
地
面
に
落
と

し
、
バ

ラ
ン
ス
を
崩
す
。 

博
之
の
声
「
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
！
」 

男
Ｃ
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
に
襲
い
か
か
る

。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
男

C

を
蹴
り
飛
ば
し
、
シ
ョ

ッ
ト
ガ
ン
を
拾
い
、
男

C

を
叩
い
て
気
絶
さ

せ
せ
る
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

浮
浪
者
、
立
ち
上
が
っ
て
殿

森
の
方
を
見
る
。 

浮
浪
者
「
て
め
ぇ
！
ふ
ざ
け
て
嘘
つ

い
て
ん
じ
ゃ
ね



え
ぞ
！
」 

 
 

 
殿
森
、
驚
く
よ
う
に
浮
浪
者

の
方
を
見
る
。 

 

○
画
面
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
画
面
の
方
を

見
て
、
画
面
に

右
手
の
ひ
ら
を
見
せ
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
仲
間
割
れ
は
よ
せ
！

」 

 

○
劇
場 

立
っ
て
い
る
浮
浪
者
、
片
手
を
後
頭
部
に
当

て
て
、
画
面
を
見
な
が
ら
頭
を
下
げ

る
。 

浮
浪
者
「
悪
り
悪
り
」 

浮
浪
者
を
見
て
い
る
殿
森
、
声
を
出
さ
す
に

笑
い
な
が
ら
伊
田
の
方
を
向
く
。 

殿
森｢

や
っ
ぱ
り
音
声
認
識
ソ
フ
ト

使
っ
て
る
わ
」 

伊
田
「
多
分
、
今
の
人
も
関
係
者
だ

よ
ね
」 

殿
森
「
あ
の
服
装
に
あ
の
演
技
は
そ

う
や
ろ
う
。
そ

れ

に

し

て

も

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

形

式

の

映

画

な

ん
て
始
め
て
や
わ
」 

 
 

 

と
、
嬉
し
そ
う
な
表
情
で
画

面
を
見
る
。 



○
画
面
・
軽
自
動
車
の
中 

少
女
、
助
手
席
を
倒
し
て
眠
っ
て
い

る
。 

窓
か
ら
、
少
女
を
探
す
よ
う
に
離
れ
て
行
く

ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
姿
が
見
え
る
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

博
之
、
持
っ
て
い
る
お
菓
子

を
食
べ
始
め
る
。 

 

○
画
面
・
軽
自
動
車
の
中 

 
 

 

少
女
、
目
を
覚
ま
し
て
起
き

上
が
る
。
窓
の

外
を
見
る
。 

男
Ｄ
、
窓
の
外
に
立
っ
て
中
を
覗
い
て
い
る
。 

博
之
の
声
「
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
！
」 

 

○
画
面
・
廃
れ
た
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場 

 
 

 

男
Ｄ
、
軽
自
動
車
の
ド
ア
を

開
け
よ
う
と
す

る
が
、
鍵
が
か
か
っ
て
い
て
開
か
な

い
。 

ズ
ボ
ン
か
ら
棒
を
取
り
出
し
、
ド
ア
を
叩
き

だ
す
。 

 



○
劇
場 

殿
森
、
笑
い
だ
す
。 

殿
森
「
な
ん
で
ド
ア
や
ね
ん
。
普
通

窓
や
ろ
」 

 
 

 

伊
田
、
そ
れ
を
聞
い
て
笑
い

出
す
。 

 

○
画
面
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
裏 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
少
女
を
探
す

様
に
歩
い
て
来 

る
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

浮
浪
者
、
席
か
ら
立
ち
上
が

る
。 

浮
浪
者
「
車
の
所
に
戻
れ
！
」 

 
 

 

画
面
に
映
っ
て
い
る
ケ
ン
タ

ロ
ウ
、
カ
メ
ラ

目
線
に
な
る
。 

浮
浪
者
「
お
ね
え
ち
ゃ
ん
車
ん
中
に

乗
っ
て
ん
だ
よ 

！
そ
こ
に
怪
し
い
ヤ
ツ
が
い
る
！
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
何
だ
っ
て
！
」 

と
、
走
っ
て
引
き
返
す
。 

 

○
画
面
・
廃
れ
た
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場 



男

D

、
助
手
席
の
ド
ア
を
叩
い
て
い

る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
男

D

の
肩
に
手
を
乗
せ
る
。 

男

D
、
振
り
返
る
と
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ

ン
で
叩 

か
れ
地
面
に
倒
れ
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
鍵
を
開
け
て
、
助
手
席
の
扉 

を
開
け
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

大
丈
夫
か
？｣

 

少
女
、
頷
く
。 

 

○
廃
れ
た
街
の
道
路 

軽
自
動
車
、
走
っ
て
来
る
と
、
そ
の
ま
ま
走

り
去
っ
て
行
く
。 

 

〇
画
面
・
軽
自
動
車
の
車
内 

 
 

 

運
転
し
て
る
ケ
ン
タ
ロ
ウ
、

胸
か
ら
バ
イ
ク

用
の
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
取
り
出
す

。 

キ
ャ
ッ
プ
を
回
し
て
、
一
杯
飲
む
。 

 

〇
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
少
し
笑
う
。 



殿
森
「
ど
う
い
う
設
定
や
ね
ん
。
そ
ら

ア
カ
ン
や
ろ
」 

 

○
画
面
・
廃
れ
た
街
の
小
さ
な
バ
ー

の
前 

軽
自
動
車
、
停
車
す
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
少
女
、
車
を
降
り
て

、
店
の

中
に
入
っ
て
行
く
。 

 

○
画
面
・
廃
れ
た
バ
ー
の
店
内 

中

に

人

は

い

な

い

。

ケ

ン

タ

ロ

ウ

、

少

女

、

入
っ
て
来
る
。 

 

○
画
面
・
バ
ー
の
厨
房 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
入
っ
て
来
る
と
立
ち
止
ま
る
。 

店

員(4
2

)

、

散
弾

銃

を

か

ま

え

て

待

っ

て

い

る
。 

店
員
「
何
者
だ
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
安
全
な
場
所
を
探
し

て
い
る
」 

店
員
「
嘘
つ
く
ん
じ
ゃ
ね
え
。
な
ん

で
そ
ん
な

物
騒

な
物
持
っ
て
ん
だ
！
」 

少
女
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
背
後
か
ら
や
っ
て
来



て
、
店
員
を
見
る
。 

店
員
、
少
女
を
見
る
。 

店
員
「
ど
う
や
ら
、
本
当
み
た
い
だ

な
」 

と
、
散
弾
銃
を
下
ろ
す
。 

 

〇
画
面
・
廃
れ
た
バ
ー
の
店
内 

店
員
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ
て
、
外
の
ケ
ン 

タ
ロ
ウ
と
向
き
合
っ
て
い
る
。 

店
員｢

こ
こ
も
そ
う
長
く
は
い
ら
れ

な
い
。
奴
ら
が
迫

っ
て
る｣

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

バ
イ
ク
の
連
中
か｣

 

店
員
「
そ
れ
と
、
も
っ
と
薄
気
味
の

悪
い
連
中
だ
」 

 

○
劇
場 

博
之
、
お
菓
子
を
握
っ
た
手
が
、
口
の
前
で

止
ま
っ
て
い
る
。 

博
之
「
も
っ
と
薄
気
味
の
悪
い
連
中

っ
て
な
ん
や
？
」 

 
 

 

殿
森
、
嬉
し
そ
う
な
表
情
を

浮
か
べ
る
。 

殿
森｢

ま
た
音
声
認
識
シ
ス
テ
ム
く

る
ぞ｣

 

店
員
の
声
「
突
然
豹
変
す
る
連
中
だ

」 



博
之
「
あ
ー
、
さ
っ
き
の
か
」 

店
員
の
声
「
そ
う
だ
。
あ
ん
た
も
見

た
だ
ろ
？
」 

博
之
「
う
ぉ
ー
、
見
た
見
た
」 

と
、2
度
頷
く
。 

 

○
画
面
・
廃
れ
た
バ
ー
の
店
内 

 
 

 

店
員
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ

て
、
ケ
ン
タ
ロ

ウ
と
向
き
合
っ
て
い
る
。 

店
員
「
あ
る
日
、
突
然
強
い
衝
撃
と

共
に
目
が
覚
め

る
と
、
地
上
は
廃
墟
の
よ
う
に
な
っ

て
い
た
」 

博
之
の
声
「
う
ぉ
ー
、
そ
れ
で
ど
う
な

っ
た
ん
や
？
」 

店
員
「
普
段
見
た
事
の
な
い
風
貌
を

し
た
暴
走
族
が

現
れ
だ
し
た
。
そ
れ
以
外
の
一
般
人

は
突
然
人
食

い
み
て
え
に
豹
変
し
だ
す
よ
う
に
な

っ
た
」 

博
之
の
声
「
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ…

…

」 

 
 

 

殿
森
、
伊
田
の
ク
ス
ク
ス
笑

う
声
が
す
る
。 

店
員
「
あ
あ
、
大
事
だ
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
そ
の
理
由
を
突
き
止

め
な
け
れ
ば
」 

店
員
「
そ
ん
な
悠
長
な
事
を
言
っ
て

ら
れ
な
い
ぜ
。

俺
も
あ
ん
た
も
い
つ
豹
変
す
る
か
解

ら
な
い
」 



ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
な
ん
だ
っ
て
？
ど
う

い
う
事
だ
？
」 

店
員
「
俺
に
も
解
ら
ね
え
。
だ
か
ら

あ
ん
た
は
そ
の

子
供
を
安
全
な
場
所
に
送
る
事
が
重

要
だ
ろ
」 

 
 

 

と
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
か
ら
地

図
を
取
り
出
し

て
広
げ
る
。 

店
員
「
こ
こ
を
見
て
く
れ
」 

と
、
地
図
の
一
部
に
指
を
さ
す
。 

店
員
「
豹
変
し
な
い
人
々
が
暮
ら
す

安
全
な
場
所
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
」 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
そ
の
地
図
を

見
る
。 

 

○
画
面
・
荒
野 

悪
太
郎
、
悪
次
郎
、
暴
走
族
達
、
円

を
囲
ん

で
い
る
。 

そ
の
中
央
に
、
中
年
男
性
の
惨
殺
さ
れ
た
死

体
が
置
か
れ
て
い
る
。 

博
之
の
声
「(

大
声)

え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
！
」 

悪
太
郎
「
ん!?

」 

 
 

 

と
、
仲
間
と
共
に
声
に
反
応

す
る
。 

 



○
劇
場 

 
 

 
殿
森
、
伊
田
、
今
に
も
笑
い

だ
し
そ
う
な
表 

情
で
画
面
を
見
て
い
る
。 

博
之
、
口
を
開
け
て
、
怯
え
た
表
情
で
画
面 

を
見
て
い
る
。 

静
江
、
そ
の
隣
で
眠
っ
て
い
る
。 

そ
の
隣
の
会
社
員
、
腕
時
計
を
見
る

。 

 

○
画
面
・
廃
れ
た
バ
ー
の
店
内 

店
員
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
地
図
を
広
げ
指 

を
指
し
て
い
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
そ
れ
を
見
て
い
る
。 

店
員｢

こ
の
場
所
が
現
在
地
だ
。
目
的

地
周
辺
へ
の
道

は
２
つ
あ
る
」 

 
 

 

店
員
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
峠

道
を
指
さ
す
。 

店
員
「
こ
の
道
を
使
え
ば
誰
も
い
な

い
だ
ろ
う
。
だ

が
、
周
囲
に
ガ
ソ
リ
ン
は
な
い
。
道

が
細
い
か
ら
、

何
か
あ
れ
ば
終
わ
り
だ
」 

 
 

 

と
、
太
い
道
路
を
指
さ
す
。 

店
員
「
こ
の
道
は
何
で
も
あ
る
。
何
で

も
あ
る
か
ら
、



連
中
も
ウ
ヨ
ウ
ヨ
し
て
い
る
。
ど
う

す
る
？
」 

 
 

 
ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
太
い
道
を
指

さ
す
。 

店
員
「
大
丈
夫
か
？
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
店
員
に
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
見

せ
る
。 

店
員
、
笑
み
を
浮
か
べ
る
。 

店
員
「
そ
う
か
。
だ
が
、
今
の
あ
ん

た
の
車
じ
ゃ
無

理

だ

。

た

ど

り

着

く

前

に

止

ま

っ

ち

ま

う

だ

ろ

」 

 
 

 

と
、
店
の
奥
に
行
く
。
そ
こ

か
ら
、
鍵
を
取 

っ
て
来
て
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
に
投
げ
る

。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
受
け
取
る
。 

店
員
「
外
の
倉
庫
に
最
高
の
マ
シ
ー

ン
が
あ
る
。
あ

ん
た
に
や
る
よ
」 

 
 

 

と
、
不
敵
な
笑
み
を
浮
か
べ

る
。 

 

○
劇
場 

森
川
、
嬉
し
そ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ

る 

森
川
「
面
白
く
な
っ
て
き
た
で
。
つ
い

に
来
る
で
ー
」 

 
 

 

博
之
、
立
ち
上
が
っ
て
劇
場

の
外
に
出
て
行 

く
。 



会
社
員
、
腕
時
計
を
見
る
。 

 

○
画
面
・
車
庫
の
中 

４
Ｗ
Ｄ
と
大
き
く
表
示
さ
れ
て
い
る

。 

博
之
の
小
走
り
を
す
る
影
が
横
切
る

。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
少
女
、
白
い
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

前
に
来
る
。 

 

〇
劇
場 

 
 

 

森
川
、
困
っ
た
表
情
を
浮
か

べ
る
。 

森
川
「
な
っ
、
な
ん
や
ね
ん
こ
れ
？

」 

 

〇
画
面
・
車
庫
の
中 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
席
を
覗

き
込
む 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
４
Ｗ
Ｄ
プ
ラ
ス
マ
ニ

ュ
ア
ル
ミ
ッ
シ

ョ
ン
。
ま
さ
か
、
こ
ん
な
車
に
乗
れ

る
と
は
」 

 

〇
劇
場 

 
 

 

森
川
、
不
満
そ
う
に
顔
を
横

に
振
る
。 



森
川
「
何
が
４
Ｗ
Ｄ
プ
ラ
ス
マ
ニ
ュ

ア
ル
ミ
ッ
シ
ョ

ン
や
ね
ん
」 

 

〇
画
面
・
倉
庫
の
中 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
少
女
、
車
を
見
て
い

る
。 

暴
走
族
達
の
バ
イ
ク
の
音
が
聞
こ
え

て
く 

る
。 

少
女
「
こ
の
音
は
？
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

奴
ら
だ
。
さ
あ
、
早
く

車
に
乗
る
ん
だ｣

 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

の
扉
を
開
け
少

女
を
助
手
席
に
乗
せ
る
。 

車
庫
の
扉
を
開
け
る
。 

そ
こ
か
ら
、
店
員
、
ビ
ー
ル
の
瓶
を
持
っ
て
、

ケ
ン
タ
ロ
ウ
に
殴
り
か
か
っ
て
く
る

。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
避
け
て
店
員
を
取
り
押
さ
え

る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

落
ち
着
け
、
俺
だ｣

 

店
員
、
逃
れ
よ
う
と
暴
れ
る
。 

 

○
劇
場 



博
之
、
劇
場
に
入
っ
て
来
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
声｢

一
体
ど
う
し
た

ん
だ
？｣

 

店
員
の
声
「
離
せ
！
こ
の
裏
切
り
者

め
！
殺
せ
、
皆 

殺
し
に
し
ろ
！
八
つ
裂
き
に
し
ろ
ー

！
」 

博

之

、

席

に

座

っ

て

画

面

を

見

上

げ

る

と

、 

驚
い
た
表
情
を
す
る
。 

 

○
画
面
・
車
庫
の
中 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
に
取
り
押
さ
え

ら
れ
て
い
る
店

員
、
逃
れ
る
と
、
石
を
拾
っ
て
持
ち
上
げ
る
。 

店
員｢

死
ね
！｣

 

 
 

 

と
、
石
を
投
げ
つ
け
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
避
け
る
。 

店
員
、
落
ち
て
い
る
ス
パ
ナ
を
拾
っ

て
、
ケ

ン
タ
ロ
ウ
に
殴
り
か
か
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
取
り
出
し
、

店
員
を
叩
い
て
気
絶
さ
せ
る
。 

 

〇
画
面
・
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
車
内 

少
女
、
助
手
席
か
ら
そ
の
光
景
を
見
て
い
る
。 



博
之
の
声｢

一
体
何
が
起
こ
っ
た
ん

や!?
｣

 

少
女｢
あ
の
人
が
突
然
襲
っ
て
き
た

の｣
 

博
之
の
声｢
ウ
ソ
！
何
で
や
！｣

 

少
女｢

わ
か
ら
な
い｣

 

 

〇
画
面
・
車
庫
の
中 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
店
員
を
担
い
で
軽
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
に
乗
せ
る
。 

博
之
の
声｢

何
か
解
っ
た
？｣

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

解
ら
な
い
。
だ
が
、
彼

に
何
か
が
起
こ

っ
て
い
る
の
は
確
か
だ｣

 

博
之
の
声
「
う
ぉ
ー
、
怖
い
な
ー｣

 

 
 

 

殿
森
の
吹
き
出
す
よ
う
な
笑

い
声
が
響
く
。 

 

○
劇
場 

博
之
、
半
開
き
に
口
を
開
け
、
画
面
に
集
中

し
て
い
る
。 

殿

森

、

感

心

す

る

よ

う

に

顔

を

横

に

振

る

。 

殿
森
「
臨
場
感
あ
る
し
、
革
新
的
や

わ
音
声
認
識
シ

ス
テ
ム
。
こ
れ
流
行
る
で
」 



 
 

 

と
、
嬉
し
そ
う
に
隣
の
伊
田

を
見
る
。 

伊
田
「
映
画
の
世
界
と
距
離
が
近
く

感
じ
る
よ
ね
」 

殿
森
「
ま
さ
に
そ
れ
や
な
。
あ
の
子

も
演
技
う
ま
い

わ
。
さ
す
が
子
役
や
な
」 

 
 

 

と
、
伊
田
と
納
得
す
る
よ
う

に
頷
き
合
う
。 

 

○
画
面
・
廃
れ
た
バ
ー
の
外 

 
 

 

軽
ト
ラ
ッ
ク
、
近
く
の
車
庫

の
中
か
ら
出
て

来
る
と
、
走
り
去
っ
て
行
く
。 

少
し
す
る
と
、
暴
走
族
達
、
そ
の
場
に
集
ま

っ
て
く
る
。
一
番
後
ろ
か
ら
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の

軽
ト
ラ
ッ
ク
が
や
っ
て
来
る
。
荷
台
に
死
体

が
３
体
乗
っ
て
い
る
。 

 

〇
劇
場 

 
 

 

博
之
、
驚
い
て
飛
び
上
が
る

。 

博
之
「
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
っ
！
」 

 
 

 

森
川
、
怒
っ
た
表
情
で
振
り

返
り
、
博
之
を 

睨
む
。 

 



○
画
面
・
廃
れ
た
バ
ー
の
外 

悪
次
郎
、
眉
間
に
シ
ワ
を
寄
せ
る
。 

悪
次
郎
「
兄
貴
、
聞
こ
え
た
か
？
」 

 
 

 

悪
太
郎
、
聞
き
耳
を
立
て
て

い
る
。 

悪
太
郎
「
あ
あ
聞
こ
え
た
ぜ
」 

 
 

 

と
、
犬
の
よ
う
に
周
囲
の
匂

い
を
嗅
ぎ
だ
す
。 

 
 

 

暴
走
族
達
、
同
じ
よ
う
に
匂

い
を
嗅
ぎ
だ
す
。 

 

○
劇
場 

博
之
、
慌
て
て
両
手
で
口
を
押
さ
え

る
。 

 
 

 

膝
の
上
の
お
菓
子
が
床
に
落

ち
、
音
が
響
く
。 

悪
次
郎
の
声
「
ま
た
音
が
し
た
ぜ
！

」 

 
 

 

静
江
、
目
を
覚
ま
し
て
博
之

を
見
て
、
地
面 

を
見
る
。 

静
江
「
あ
ら
、
落
ち
て
る
よ
」 

 
 

 

と
、
お
菓
子
を
拾
お
う
と
す

る
。 

博
之
「
あ
か
ん
っ
ち
ゅ
！
」 

静
江
「
み
ん
な
映
画
見
て
は
る
か
ら

」 

 
 

 

と
、
人
差
し
指
を
自
分
の
口

に
当
て
る
。 

静
江
「
し
ー
よ
。
し
ー
。
な
。
し
ー

」 



○
画
面
・
廃
れ
た
バ
ー
の
外 

悪
太
郎
、
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
。 

悪
太
郎
「
ガ
キ
と
バ
バ
ア
が
こ
の
辺

り
に
い
る
ぞ
！
」 

 
 

 

暴
走
族
達
、
悪
次
郎
、
歓
声

を
上
げ
、
体
を

大
き
く
動
か
し
て
は
し
ゃ
ぎ
だ
す
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
嬉
し
そ
う
に
手
を
顎

に
当
て
る
。 

殿
森
「
そ
う
く
る
か
ー
」 

悪
太
郎
の
声
「
お
い
、
今
度
は
男
の

声
が
し
た
ぞ
」 

 
 

 

殿
森
、
伊
田
を
見
て
自
分
を

指
差
す
。 

 
 

 

伊
田
、
嬉
し
そ
う
に
う
な
ず

く
。 

伊
田
「
多
分
」 

悪
太
郎
の
声
「
も
う
一
人
い
る
ぞ
！

」 

殿
森
、
笑
っ
て
伊
田
に
指
を
差
す
。 

博
之
、
歯
を
か
み
締
め
、
怯
え
る
よ
う
に
画

面
を
見
て
い
る
。 

 

○
画
面
・
廃
れ
た
バ
ー
の
外 

 
 

 

悪
次
郎
、
扉
の
前
に
立
つ
。 



悪
次
郎
「
兄
貴
、
こ
の
中
だ
ぜ｣

 

静
江
の
声｢

ト
イ
レ
行
く
か
？｣

 

博
之
の
声｢
も
う
行
っ
た
っ
ち
ゅ
。
静

か
に
し
な
見
つ

か
っ
て
ま
う
っ
ち
ゅ
っ
！｣

 

静
江
の
声｢

そ
う
か
そ
う
か
ー｣

 

悪
次
郎
、
扉
を
蹴
破
っ
て
中
に
入
る

。 

悪
太
郎
、
暴
走
族
達
、
そ
れ
に
続
く

。 

 

○
画
面
・
廃
れ
た
バ
ー
の
中 

悪
太
郎
、
悪
次
郎
、
暴
走
族
達
、
呆
然

と
し

て
い
る
。 

悪
太
郎｢

ど
う
な
っ
て
ん
だ
？
誰
も

い
ね
え…

…
｣

 

 
 

 

と
、
周
囲
を
見
渡
し
て
い
る

と
、
カ
メ
ラ
目

線
に
な
る
。 

悪
太
郎
「
う
ん
？
何
だ
こ
の
丸
い
の

は…
…

」 

 
 

 

と
、
画
面
を
握
る
よ
う
に
手

を
出
す
。 

画
面
が
握
ら
れ
る
よ
う
に
暗
く
な
る

。 

 

〇
画
面
・
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
車
内 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
運
転
し
て
い
る
。 



少
女
、
助
手
席
に
座
っ
て
い
る
。 

 

○
劇
場 

会
社
員
、
腕
時
計
を
見
て
か
ら
、
席
を
立
ち
、

劇
場
か
ら
出
て
行
く
。 

 

○
映
画
館
の
出
入
口
・
内
側 

会
社
員
、
扉
の
元
に
歩
い
て
来
る
。
扉
を
開

け
外
を
見
る
と
呆
然
と
立
ち
止
ま
る

。 

 

○
映
画
館
の
外 

周
囲
に
建
物
が
な
い
。
人
が
い
な
い

。
そ
こ

に

黒

い

ド

ー

ム

の

形

を

し

た

映

画

館

だ

け

が
あ
る
。 

会
社
員
、
開
い
た
映
画
館
の
扉
か
ら
外
に
出

て
来
る
。
周
囲
を
見
渡
し
な
が
ら
少
し
歩
い

て
、
映
画
館
の
方
を
振
り
返
る
。 

会
社
員
「
何
て
こ
と
だ…

…

」 

会
社
員
の
目
の
前
を
、
丸
く
小
さ
い
物
体
が

飛

ん

で

い

る

。

会

社

員

、

そ

れ

を

見

る

と

、



怯
え
る
よ
う
映
画
館
の
中
に
逃
げ
込

む
。 

 

○
映
画
館
の
出
入
口
・
内
側 

 
 

 

会
社
員
、
入
っ
て
来
る
と
扉

と
鍵
を
閉
め
る
。

そ

の

ま

ま

、

ト

イ

レ

の

方

に

走

っ

て

行

く

。 

 

○
映
画
館
の
ト
イ
レ 

 
 

 

会
社
員
、
息
を
切
ら
せ
な
が

ら
入
っ
て
来
る
。

慌
て
る
様
に
蛇
口
を
ひ
ね
り
、
顔
を
激
し
く

洗
っ
て
鏡
を
見
る
。 

会
社
員
「
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
」 

 
 

 

と
、
両
手
を
洗
面
台
に
つ
い

て
、
考
え
込
む
。 

 

○
画
面
・
映
画
館
の
前 

軽
ト
ラ
ッ
ク
、
出
入
口
の
前
を
低
速
で
通
過

し
て
、
少
し
先
で
停
車
す
る
。
ケ
ン
タ
ロ
ウ
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降
り
て
、
周
囲
を
見
渡
す
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

浮
浪
者
、
画
面
に
映
る
映
画

館
と
ケ
ン
タ
ロ



ウ
を
見
な
が
ら
、
酒
を
一
杯
飲
む
。 

 

○
画
面
・
映
画
館
の
横 

メ
ガ
ネ
、
壁
に
も
た
れ
て
座
っ
て
い

る
。 

ケ

ン

タ

ロ

ウ

、

足

音

と

共

に

や

っ

て

来

る

。 

メ
ガ
ネ
、
立
ち
上
が
る
。 

メ
ガ
ネ
「
あ
っ
、
あ
な
た
は
？
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
安
全
な
場
所
を
探
し

て
い
る
」 

メ
ガ
ネ
「
安
全
な
場
所
？
一
体
、
何

が
起
こ
っ
て
る

ん
で
す
か
？
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

何
も
覚
え
て
い
な
い

の
か
？｣

 

メ
ガ
ネ
「
覚
え
る
も
何
も
、
外
に
出

た
ら
街
が
こ
ん

な
状
態
に
な
っ
て
て…

…

。
つ
い
一

時
間
前
ま
で

街
は
普
通
だ
っ
た
の
に…

…

」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
こ
の
街
は
一
時
間
前

ま
で
存
在
し
て

い
た
の
か
？
」 

メ
ガ
ネ
「
存
在
っ
て…

…

い
つ
も
通

り
で
し
た
け
ど
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
ま
だ
地
上
に
崩
壊
し

て
い
な
い
場
所

が
残
っ
て
い
た
と
は
」 

メ
ガ
ネ｢

崩
壊
っ
て
、
周
辺
の
街
は
ど

う
な
っ
て
い
る



ん
で
す
か
？｣

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

数
年
前
か
ら
こ
の
状

態
だ｣

 

メ
ガ
ネ｢
数
年
前
か
ら…

…
｣

 

 
 

 

と
、
呆
然
と
す
る
。 

 

○
画
面
・
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
車
内 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
運
転
し
て
い

る
。 

助

手

席

で

少

女

を

膝

の

上

に

乗

せ

て

い

る

メ
ガ
ネ
。 

メ
ガ
ネ｢

信
じ
ら
れ
な
い
。
街
が
こ

ん
な
姿
に…

…

」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
少
し
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
に
寄
る
ぞ
。

早
く
し
な
い
と
奴
ら
が
来
る｣

 

メ
ガ
ネ
「
奴
ら
？
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

人
間
の
皮
を
被
っ
た

悪
魔
達
だ
」 

 
 

 

と
、
険
し
い
表
情
を
浮
か
べ

る
。 

 

○
画
面
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

 
 

 

軽
ト
ラ
ッ
ク
、
道
路
の
方
か

ら
入
っ
て
来
て
、

停
車
す
る
。 

 



〇
画
面
・
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
車
内 

 
 

 
ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
エ
ン
ジ
ン
を

切
る
。
助
手
席

で

少

女

を

膝

の

上

に

乗

せ

て

い

る

メ

ガ

ネ

を
見
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

そ
の
子
を
任
せ
た
ぞ｣

 

と
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降
り
る
。 

 

〇
画
面
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
給
油
機
を
調
べ
る
。
電
源
が 

落
ち
て
い
て
動
か
な
い
。
店
の
中
に
向
か
う
。 

 

○
画
面
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
店
内 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
扉
を
開
け
て

入
っ
て
来
る
。 

ト
イ
レ
の
中
か
ら
電
子
音
が
聞
こ
え

て
く 

る
。
ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
ト
イ
レ
に
向
か

う
。 

 

○
画
面
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
店
内

の
ト
イ
レ 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
入
っ
て
来
る
。 

目
の
前
に
窓
の
付
い
た
大
き
な
カ
プ

セ
ル 

が
３
つ
並
ん
で
い
る
。 



ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
窓
を
覗
く
。 

中
に
は
大
人
の
男
が
眠
っ
て
い
る
。
隣
の
カ

プ
セ
ル
の
中
も
覗
く
。
中
に
少
年
が
眠
っ
て

い
る
。 

 

○
劇
場 

殿
森
、
口
を
尖
ら
せ
息
を
吸
う
。 

殿
森｢

こ
の
展
開
は
想
定
外
や
わ｣

 

 

〇
画
面
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
店
内 

ケ

ン

タ

ロ

ウ

、

ト

イ

レ

か

ら

出

て

来

る

と

、 

棚

に

置

か

れ

た

バ

イ

ク

用

の

大

き

な

エ

ン

ジ
ン
オ
イ
ル
を
手
に
取
る
。 

 

〇
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
鼻
で
笑
う
。 

殿
森
「
ま
た
そ
れ
飲
む
ん
か
い
！
」 

 

○
画
面
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
近
づ
い
て
来



る
。 

窓
か
ら
、
メ
ガ
ネ
が
少
女
の
髪
を
掴
ん
で
窓

ガ

ラ

ス

に

押

し

付

け

て

い

る

姿

が

見

え

る

。

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
急
い
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
元
に

走
り
、
助
手
席
の
ド
ア
を
開
け
る
。 

メ
ガ
ネ
を
外
に
引
き
ず
り
下
ろ
し
、
シ
ョ
ッ

ト
ガ
ン
を
取
り
出
し
メ
ガ
ネ
に
向
け

る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

何
を
し
て
い
る
⁉｣

 

メ
ガ
ネ
「
あ
の
子
が
突
然
襲
い
か
か

っ
て
き
た
ん
で

す
！
」 少

女

、

開

い

た

車

の

扉

か

ら

降

り

て

く

る

。 

博
之
の
声｢

危
な
い
後
ろ
や
！｣

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
振
り
返
る
。 

少
女
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
に
襲
い
か
か
る

。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
少
女
の
片
手
を
掴
む

。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

ど
う
し
た
ん
だ
？｣

 

 
 

 

少
女
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
を
睨
み

つ
け
る
。 

少
女｢

手
を
離
せ
！
こ
の
役
立
た
ず

が
！｣

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
ま
さ
か
こ
の
子
も
」 

 
 

 

と
、
抵
抗
す
る
少
女
を
取
り

押
さ
え
、
店
の



方
へ
連
れ
て
行
く
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
腕
を
組
む
。 

殿
森
「
さ
っ
き
の
人
間
カ
プ
セ
ル
が

関
係
し
て
そ
う

や
な
」 

 

○
画
面
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

メ
ガ
ネ
、
カ
メ
ラ
目
線
に
な
る
。 

メ
ガ
ネ
「
人
間
カ
プ
セ
ル
っ
て
何
の

事
で
す
か
⁉
」 

 

○
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
焦
っ
た
よ
う
に
伊
田

を
見
る
。 

殿
森｢

ま
さ
か
こ
れ
、
俺
に
反
応
し

て
る
？｣

 

伊
田
「
多
分
」 

 
 

 

と
、
小
刻
み
に
う
な
ず
く
、 

 

○
画
面
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

メ
ガ
ネ
、
カ
メ
ラ
目
線
に
な
っ
て
い

る
。 

メ
ガ
ネ
「
人
間
カ
プ
セ
ル
っ
て
何
で

す
か
⁉
」 



ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
少
女
を
閉
じ
込
め
た
袋
を
の

せ
た
台
車
を
押
し
て
戻
っ
て
来
る
と

、
カ
メ

ラ
目
線
に
な
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
話
し
て
や
っ
て
く
れ

。
そ
の
話
」 

 

○
劇
場 

殿
森
、
少
し
困
っ
た
表
情
を
浮
か
べ

、
隣
の 

伊
田
を
見
る
。 

殿
森
「
え
っ
、
ま
さ
か
こ
れ
俺
が
説

明
す
ん
の
？
」 

浮
浪
者
、
前
の
席
に
手
を
か
け
殿
森
の
方
に

身
を
乗
り
出
す
。 

浮
浪
者｢

さ
っ
さ
と
答
え
ろ
よ
！
」 

殿
森
「
い
や
、
あ
の…

…

、
聞
こ
え

ま
す
か
？
」 

メ
ガ
ネ
の
声
「
は
い
。
聞
こ
え
ま
す

」 

浮
浪
者
「
聞
こ
え
て
る
決
に
ま
っ
て

ん
だ
ろ
う
が
！
」 

殿
森
「
あ
っ
、
そ
う
で
す
か
。
あ
の

、
さ
っ
き

ケ
ン

シ
ロ
ウ
さ
ん
が
」 

 
 

 

伊
田
、
殿
森
の
手
を
軽
く
叩

く
。 

伊
田
「(

小
声)

ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
」 

殿
森
「
あ
っ
、
さ
っ
き
ケ
ン
タ
ロ
ウ

さ
ん
が
店
内
に



入
ら
れ
た
時
に
、
人
間
が
入
っ
て
る

カ
プ
セ
ル
が

３
つ
並
ん
で
た
ん
で
す
よ
」 

 

○
画
面
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

 
 

 

メ
ガ
ネ
、
驚
い
て
ケ
ン
タ
ロ

ウ
を
見
る
。 

メ
ガ
ネ｢

本
当
で
す
か
ケ
ン
タ
ロ
ウ

さ
ん
⁉｣

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

あ
あ
。
本
当
だ
。
あ
れ

が
一
体
何
な
の

か
は
解
ら
な
い
。
た
だ
、
何
か
嫌
な

予
感
が
す
る｣

 

 
 

 

と
、
眉
を
ひ
そ
め
て
遠
く
を

見
る
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
手
を
上
げ
る
。 

殿
森｢

あ
の
、
い
い
で
す
か
？｣

 

 
 

 

周
囲
の
観
客
達
、
殿
森
の
方

を
見
る
。 

 

○
画
面
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
メ
ガ
ネ
、
画
面

の
方
を
見
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
話
し
て
く
れ
」 

 
 

 
 

○
劇
場 



 
 

 

殿
森
、
姿
勢
を
変
え
る
。 

殿
森｢
今
、
地
上
が
お
か
し
な
事
に
な

っ
て
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
そ
れ
は
多
分
、
核
戦
争

か
、
隕
石
が

衝
突
し
た
と
か
、
な
ん
ら
か
の
災
害

が
地
球
に
起

こ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

で
、
そ
う
な

る

事

を

知

っ

て

い

た

当

時

の

政

府

や

研

究

機

関

が
、
人
々
を
カ
プ
セ
ル
の
中
に
冷
凍

保
存
し
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
」 

 

○
画
面
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
メ
ガ
ネ
、
カ

メ
ラ
目
線
で
殿

森
の
話
を
聞
い
て
い
る
。 

殿
森
の
声
「
た
だ
、
当
時
の
技
術
に

は
問
題
が
あ
っ 

て
、
冷
凍
保
存
を
し
た
後
遺
症
と
し

て
、
前
頭
部

に

異

常

が

発

生

し

て

突

然

攻

撃

性

が

高

ま

る

よ

う

な

状

態

を

引

き

起

こ

し

て

る

ん

じ

ゃ

な

い

か

っ
て
思
え
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
事

実
を
知
っ
て

い
る
人
が
ど
こ
か
に
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
確
か
に
、
俺
を
含
め

て
、
こ
の
世
界

で
出
会
う
人
々
に
は
過
去
の
記
憶
が

な
い
。
あ
っ



た

と

し

て

も

、

そ

れ

は

崩

壊

後

の

世

界

か

ら

だ

」 

メ
ガ
ネ
「
で
も
、
僕
の
記
憶
は
全
く

途
切
れ
て
い
ま

せ
ん
よ
。
崩
壊
前
の
時
代
か
ら
繋
が

っ
て
い
ま
す
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
そ
う
言
え
ば
、
さ
っ

き
そ
の
よ
う
な

事
を
言
っ
て
い
た
な
？
」 

メ
ガ
ネ
「
は
い
。
僕
は
地
上
が
崩
壊

す
る
前
に
電
車

に
乗
っ
て
、
映
画
館
に
行
き
ま
し
た

。
で
も
チ
ケ

ッ
ト
を
落
と
し
て
し
ま
っ
て
外
に
出

ま
し
た
。
そ

し
た
ら
、
地
上
が
こ
ん
な
常
態
に…

…

」 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
メ
ガ
ネ
に
一

歩
近
づ
く
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
そ
の
映
画
館
の
人
々

は
？
」 

メ
ガ
ネ｢

僕
が
生
き
て
い
る
っ
て
事

は
。
多
分
、
多
く

の
人
達
が
い
る
は
ず
で
す
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
行
こ
う
。
何
か
答
え
が

あ
る
は
ず
だ
」 

 
 

 

と
、
メ
ガ
ネ
と
顔
を
合
わ
せ

て
頷
き
合
う
。

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
袋
に
詰
め
た
少
女
を

、
軽
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗
せ
て
、
運
転
席
に
乗
り

込
む
。 

メ
ガ
ネ
、
助
手
席
に
乗
り
込
む
。 

軽
ト
ラ
ッ
ク
、
走
り
去
っ
て
行
く
。 



○
画
面
・
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
車
内 

車
内
に
高
回
転
の
う
る
さ
い
エ
ン
ジ

ン
音 

が
響
い
て
い
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
運
転
し
て
い
る
。 

メ
ガ
ネ
、
助
手
席
に
座
っ
て
い
る
。 

メ
ガ
ネ
「
軽
ト
ラ
ッ
ク
っ
て
早
い
ん

で
す
ね
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
４
Ｗ
Ｄ
プ
ラ
ス
マ
ニ

ュ
ア
ル
ミ
ッ
シ

ョ
ン
だ
」 

 
 

 

と
、
メ
ガ
ネ
に
不
敵
な
笑
み

を
見
せ
る
。 

 

〇
劇
場 

 
 

 

森
川
、
不
満
そ
う
に
顔
を
横

に
振
る
。 

博
之
、
う
れ
し
そ
う
な
表
情
に
な
る

。 

博
之
「
う
ぉ
ー
」 

と
、
小
刻
み
に
頷
く
。 

 

〇
画
面
・
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
車
内 

 
 

 

メ
ガ
ネ
、
助
手
席
に
座
っ
て

い
る
。 

運
転
し
て
い
る
ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ

ー

ド

の

中

か

ら

、

カ

ナ

ヅ

チ

を

取

り

出

し

、



メ
ガ
ネ
に
差
し
出
す
。 

メ
ガ
ネ
「
こ
れ
は
？
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
も
し
俺
が
豹
変
し
た

場
合
、
迷
わ
ず

こ
れ
を
使
え
。
そ
し
て
、
少
女
と
人

々
を
救
う
手

立
て
を
探
す
ん
だ
」 

メ
ガ
ネ
「
こ
ん
な
臆
病
な
僕
に…

…

、
そ
ん
な
事
が

で
き
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
よ…

…

」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
で
き
る
さ
。
君
は
こ

の
時
代
を
生
き

抜
い
て
い
る
ん
だ
」 

メ
ガ
ネ
「
自
分
は
、
た
だ
映
画
の
チ

ケ
ッ
ト
を
落
と

し
た
だ
け
で
す
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
そ
れ
が
運
命
の
チ
ケ

ッ
ト
を
手
に
し

た
っ
て
事
さ
」 

メ
ガ
ネ
、
し
ぶ
し
ぶ
納
得
す
る
様
に
カ
ナ
ヅ

チ
を
受
け
取
る
。 

 

○
映
画
館
・
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
険
し
い
表
情
に
な
る

。 

殿

森｢

も

し

か

し

て

向

っ

て

る

映

画

館

っ

て

こ

こ

違

う
や
ろ
う
な
？
」 



 
 

 

と
、
隣
の
伊
田
を
見
る
。 

伊
田
「
あ
り
え
る
ね
。
音
声
認
識
ソ

フ
ト
を
使
っ
て

る
ぐ
ら
い
だ
か
ら…

…

多
分
そ
れ
だ

よ
！
」 

 
 

 

殿
森
、
た
め
息
を
吐
い
て
顔

を
横
に
振
る
。 

殿
森
「
俺
は
そ
う
い
う
部
類
の
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
は
求
め
て
な
い
で
。
そ
れ
は
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン

施
設
で
や
る
事
で
あ
っ
て
、
映
画
観

で
や
る
事
じ

ゃ
な
い
や
ろ
？
」 

伊
田
「
で
も
音
声
認
識
シ
ス
テ
ム
の

事
を
考
え
る
と
、

も

う

既

に

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

に

な

っ

て

な

い

？

」 

殿
森
「
確
か
に
そ
う
や
な
。
言
わ
れ

な
気
づ
か
ん
か

っ
た
わ
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
い
い

意
味
で
裏
切

る
展
開
を
用
意
し
て
る
可
能
性
も
あ

る
な
。
ち
ょ

っ
と
興
味
沸
い
て
き
た
わ
」 

 
 

 

と
、
伊
田
と
同
時
に
画
面
に

視
線
を
移
す
。 

 

○
画
面
・
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
中 

 
 

 

メ
ガ
ネ
、
窓
か
ら
外
を
見
て

い
る
。 

メ
ガ
ネ
「
あ
の
映
画
、
結
局
一
生
見

れ
な
い
ま
ま
に

な
り
そ
う
だ
な
ー
」 



 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
運
転
し
な
が

ら
、
や
さ
し
そ

う
な
表
情
に
な
り
、
メ
ガ
ネ
を
見
る

。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
思
い
入
れ
で
も
あ
る

の
か
？
」 

メ
ガ
ネ
「3
年
前
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
宣
伝
さ

れ
て
い
た
ん
で
す
。
ず
っ
と
面
白
そ

う
だ
と
思
っ

て
い
て
、
上
映
開
始
日
に
見
に
行
っ

た
ら
、
こ
の

有
様
で
す
よ
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
笑
み
を
浮
か
べ
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
な
ん
て
映
画
だ
？
」 

メ
ガ
ネ
「
デ
ッ
ド
タ
ウ
ン
救
世
主
物

語
で
す
」 

 

○
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
勢
い
良
く
画
面
か
ら

視
線
を
逸
ら
す
。 

殿
森
「
や
っ
ぱ
り
そ
う
き
た
か
」 

 
 

 

伊
田
、
画
面
か
ら
殿
森
に
視

線
を
移
す
。 

伊
田
「
こ
れ
最
後
ど
う
な
る
の
？
映

画
じ
ゃ
な
く
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

殿
森
「
そ
れ
が
俺
も
心
配
や
わ
。
映

画
の
間
に
ア
ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

を

入

れ

た

ら

絶

対

雰

囲

気

壊

れ

て

し
ま
う
や
ろ
。
そ
れ
は
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
と



し
て
失
敗
や
で
」 

伊
田
「
や
っ
ぱ
り
来
る
な
ら
最
後
に

来
る
よ
ね
」 

殿
森
「
来
た
と
し
て
も
主
役
じ
ゃ
な

い
で
多
分
。
奴

ら

と

か

言

う

誰

に

で

も

で

き

る

キ

ャ

ラ

が

入

っ

て
来
る
っ
て
オ
チ
や
ろ
。
最
悪
主
役

の
格
好
し
た

別
人
と
か
な
」 

と

、

伊

田

と

困

っ

た

表

情

で

画

面

を

見

る

。 

 

○
画
面
・
映
画
館
の
外 

 

軽

ト

ラ

ッ

ク

、

走

っ

て

来

る

と

停

止

す

る

。

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
メ
ガ
ネ
、
降
り
る
。 

映
画
館
の
扉
の
元
に
や
っ
て
来
て
、
開
け
よ

う
と
す
る
が
、
鍵
が
か
か
っ
て
い
て
開
か
な

い
。 

メ
ガ
ネ
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
と
目
を
合
わ

せ
、
顔

を
左
右
に
振
る
。 

足
音
が
近
づ
い
て
く
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
メ
ガ
ネ
、
足
音
の
方
を
向
く
。

ブ
リ
ー
フ
だ
け
を
履
い
て
い
る
老
人

、
歩
い

て
近
づ
い
て
来
る
。 



ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
あ
ん
た
は
？
」 

老
人
「
気
が
つ
い
た
ら
」 

と
、
近
く
に
あ
る
廃
れ
た
飲
食
店
を
指
さ
す
。 

老
人
「
そ
こ
の
店
に
い
た
ん
で
す
。

何
が
起
こ
っ
て

い
る
ん
で
す
か
？
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
じ
い
さ
ん
、
少
し
こ

こ
で
待
っ
て
い 

て
く
れ
」 

と
、
廃
れ
た
飲
食
店
の
方
へ
メ
ガ
ネ
と
走
る
。 

メ
ガ
ネ
「
あ
の
人
も
豹
変
す
る
ん
じ

ゃ
？
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
俺
も
同
じ
事
を
考
え

て
い
た
。
そ
の

答
え
が
こ
の
先
に
あ
る
は
ず
だ
」 

と
、
さ
ら
に
速
く
走
る
。 

 

○
画
面
・
廃
れ
た
飲
食
店
の
店
内 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
メ
ガ
ネ
、
入
っ
て
来

る
。 

カ
プ
セ
ル
が
無
数
に
並
ん
で
い
る
。 

メ
ガ
ネ｢

こ
れ
が…

…

人
間
カ
プ
セ

ル…
…

｣
 

と
、
カ
プ
セ
ル
の
窓
を
覗
く
。 

中
年
の
女
性
が
中
で
眠
っ
て
い
る
。 

メ
ガ
ネ
「
中
年
の
女
性
が…

…

」 



隣

の

カ

プ

セ

ル

の

窓

を

覗

い

て

い

る

ケ

ン

タ
ロ
ウ
、
顔
を
離
す
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

何
も
入
っ
て
い
な
い｣

 

外

か

ら

息

切

れ

し

た

老

人

の

呼

吸

と

足

音 

が
聞
こ
え
て
く
る
。 

老
人
、
店
の
外
か
ら
ケ
ン
タ
ロ
ウ
達
を
睨
ん

で
い
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
メ
ガ
ネ
、
呆
然
と
老
人
の
方

を
見
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

お
前
は
こ
こ
で
待
っ

て
い
ろ｣

 

と
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
取
り
出
し
外
に
出
る
。 

 

〇
画
面
・
廃
れ
た
飲
食
店
の
外 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ

ン
を
片
手
に
外

に
出
て
来
る
。 

老
人
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
に
襲
い
か
か
る

。 

老
人
「
こ
の
裏
切
り
者
！
殺
し
て
や

る
！
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
で
老
人
を
叩 

い
て
気
絶
さ
せ
る
。 

 



〇
画
面
・
廃
れ
た
飲
食
店
の
店
内 

メ
ガ
ネ
、
窓
の
外
の
様
子
を
見
て
い

る
。 

メ
ガ
ネ
「
裏
切
り
者
？…

…

」 

中
年
の
男
、
メ
ガ
ネ
の
背
後
か
ら
近
づ
い
て

来
る
。 

中
年
の
男｢

私
の
店
で
何
を
し
て
い

る
ん
で
す
か
？
」 

メ
ガ
ネ
、
振
り
返
っ
て
中
年
の
男
を
見
る
と
、

急
い
で
店
の
外
に
逃
げ
る
。 

中
年
の
男｢

待
ち
な
さ
い
！｣

 

 
 

 

と
、
全
力
疾
走
で
メ
ガ
ネ
を

追
い
か
け
る
。 

 

〇
画
面
・
廃
れ
た
飲
食
店
の
外 

メ
ガ
ネ
、
走
っ
て
出
て
く
る
。 

メ
ガ
ネ｢

ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
ま
だ
お

か
し
な
人
が
！｣

 

 
 

 

と
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
背
後
に

隠
れ
る
。 

中
年
の
男
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
に
近
づ
い
て
来
る
。 

中
年
の
男
「
何
が
起
こ
っ
て
い
る
ん

で
す
か
？
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
動
く
な
」 

 
 

 

と
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
向
け

る
。 

中
年
の
男
、
立
ち
止
ま
る
。 



ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
あ
ん
た
ら
、
一
体
何

者
な
ん
だ
？
」 

中
年
の
男
「
何
者
っ
て
、
そ
り
ゃ
あ

ん
た
と…

…

」 

 
 

 

と
、
倒
れ
て
い
る
老
人
を
見

て
呆
然
と
し
て

か
ら
、
走
っ
て
飲
食
店
の
中
に
逃
げ
て
行
く
。 

メ
ガ
ネ
「
こ
の
人
達
、
普
通
じ
ゃ
な

い
で
す
よ
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
そ
の
よ
う
だ
。
早
く

こ
の
場
を
後
に

し
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
」 

中
年
の
男
、
老
人

4

人
、
廃
れ
た
飲
食
店
の

中
か
ら
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
達
の
方
へ
走
っ
て
来

る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
メ
ガ
ネ
、
逃
げ
る
。 

 
 

 
 

〇
画
面
・
映
画
館
の
外 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
メ
ガ
ネ
、
停
車
し
て
い
る
軽

ト

ラ

ッ

ク

の

元

に

走

っ

て

来

て

乗

り

込

む

。

追
っ
て
き
た
中
年
の
男
、
老
人

4

人
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
の
扉
を
開
け
よ
う
と
す
る
。
軽
ト
ラ

ッ
ク
、
急
発
進
す
る
。 

 

○
画
面
・
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
車
内 



 
 

 

後
ろ
の
窓
か
ら
、
追
い
か
け

て
来
る
中
年
の

男
、
老
人

4

人
の
姿
が
離
れ
て
行
く

。 

 

○
劇
場 

 
 

 

博
之
、
静
江
、
画
面
を
見
て

い
る
。 

静
江｢

え
ら
い
恐
ろ
し
い
な
ー｣

 

博
之｢

う
ぉ
ー｣

 

 
 

 

殿
森
、
伊
田
、
画
面
を
見
て

い
る
。 

野
中
、
そ
の
隣
で
、
顔
を
引
き
つ
ら
せ
て
腹

を
押
さ
え
て
い
る
。 

野
中
「
ち
ょ
っ
と
、
ト
イ
レ
行
っ
て

来
る
わ
」 

 
 

 

と
、
劇
場
か
ら
出
て
行
く
。 

伊
田
「
も
し
か
し
て
、
怖
が
っ
て
ん
じ

ゃ
な
い
の
？
」 

殿
森
「
こ
れ
を

2
1

歳
の
学
生
が
か
？
」 

 
 

 

と
、
伊
田
と
静
か
に
笑
い
だ

す
。 

 

○
映
画
館
の
ト
イ
レ 

会
社
員
、
鏡
の
前
で
下
を
向
い
て
黙
り
込
ん

で
い
る
。 

野
中
、
そ
の
後
ろ
を
通
り
過
ぎ
て
、
個
室
に



入
る
。 

 

○
ト
イ
レ
の
個
室 

 
 

 

野
中
、
便
器
に
座
っ
て
い
る

。 

外
か
ら
扉
を
叩
か
れ
る
。 

会
社
員
の
声
「
君
、
ち
ょ
っ
と
い
い

か
い
？
」 

野
中
「
な
っ
、
な
な
っ
、
何
で
す
か

？
」 

会
社
員
の
声
「
恐
ろ
い
事
が
起
こ
っ

て
い
る
ん
だ
！
」 

野
中
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い

」 

会
社
員
の
声
「
な
ら
そ
こ
で
聞
い
て

く
れ
。
外
に
出 

る
と
、
街
が
映
画
の
世
界
に
な
っ
て

い
る
ん
だ
！
」 

野
中
「(

小
声)

な
ん
や
こ
の
人…
…

」 

 
 

 

と
、
怯
え
る
よ
う
に
目
を
左

右
に
泳
が
せ
る
。 

扉
が
叩
か
れ
る
。 

野
中
、
驚
く
。 

会
社
員
の
声
「
ま
だ
か
い
？
」 

野
中
「
ま
っ
ま
っ
、
待
っ
て
く
だ
さ

い
！
」 

会
社
員
の
声
「
早
く
し
て
く
れ
な
い

か
！
」 

野
中
、
視
線
を
泳
が
せ
て
怯
え
る
。 

 



○
画
面
・
廃
れ
た
道
路 

悪
太
郎
を
先
頭
に
、
悪
次
郎
、
暴
走

族
、
バ

イ
ク
に
乗
っ
て
走
っ
て
い
る
。 

 

〇
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
伊
田
、
黙
っ
て
画
面

を
見
て
い
る
。 

画
面
に
は
、
映
画
館
が
映
っ
て
い
る

。
会
社

員
、
そ
の
扉
を
開
け
て
外
を
覗
く
。 

会
社
員
「
こ
れ
を
見
て
く
れ
」 

 
 

 

野
中
、
会
社
員
の
隣
か
ら
外

を
覗
く
。 

殿
森
「
あ
れ
？
」 

 
 

 

と
、
眉
を
顰
め
る
。 

伊
田
「
こ
れ
、
野
中
だ
よ
ね
？
」 

殿
森
「
ま
さ
か
ア
イ
ツ
、
こ
の
映
画

に
出
演
し
て
た 

ん
か
⁉
」 

 
 

 

と
、
確
認
す
る
よ
う
に
画
面

を
じ
っ
と
見
る
。 

殿
森
「
間
違
い
な
い
。
こ
れ
野
中
や

わ
」 

伊
田
「
だ
か
ら
こ
の
映
画
に
誘
っ
て

き
た
ん
だ
」 

殿
森
「
そ
う
い
う
オ
チ
や
っ
た
ん
か

ー
」 

 
 

 

と
、
伊
田
と
顔
を
合
せ
る
。 



○
画
面
・
映
画
館
の
外 

 
 

 
野
中
、
周
囲
を
見
渡
し
な
が

ら
歩
い
て
い
る
。 

野
中
「
こ
れ
っ
て
、
デ
ッ
ド
タ
ウ
ン

で
す
か
？
」 

前
を
歩
く
会
社
員
、
立
ち
止
っ
て
、
野
中
の 

方
に
振
り
返
る
。 

会
社
員
「
そ
う
さ
。
こ
れ
が
僕
達
の

現
実
だ
よ
」 

 
 

 

野
中
、
呆
然
と
佇
む
。 

 

○
画
面
・
寂
れ
た
繁
華
街 

 
 

 

誰
も
人
が
い
な
い
。 

野
中
、
会
社
員
と
や
っ
て
来
る
と
周
囲
を
見

渡
す
。 

野
中｢

こ
こ
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が

あ
っ
て
、
そ
こ
に 

ビ
ル
が
見
え
て…

…

全
部
な
く
な
っ

て
る…

…
 

何
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
？
」 

会
社
員
「
僕
が
聞
き
た
い
ぐ
ら
い
だ

よ
」 

暴

走

族

の

バ

イ

ク

の

音

が

聞

こ

え

て

く

る

。 

野
中
「
こ
の
音
っ
て
も
し
か
し
て
」 

 
 

 

会
社
員
、
目
を
つ
む
っ
て
音

に
集
中
す
る
。 

 
 

 

希
望
に
満
ち
溢
れ
た
表
情
で

目
を
開
け
る
。 



会
社
員
「
つ
い
に
自
衛
隊
が
救
出
活

動
に
来
た
ぞ
！
」 

野
中
「
こ
れ
っ
て
、
奴
ら
じ
ゃ
な
い

で
す
か
？
」 

会
社
員
「
知
っ
て
い
る
の
か
い
？
」 

野
中
「
人
間
の
皮
を
被
っ
た
悪
魔
達

じ
ゃ…

…

」 

会
社
員
「
映
画
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら

。
こ
れ
は
現
実 

だ
よ
。
自
衛
隊
の
バ
イ
ク
部
隊
さ
」 

野
中
「
さ
っ
き
映
画
の
世
界
っ
て
」 

 
 

 

会
社
員
、
顔
を
振
る
。 

会
社
員
「
こ
れ
は
現
実
だ
」 

野
中
、
焦
っ
て
周
囲
を
う
ろ
う
ろ
す

る
。 

野
中
「
早
く
逃
げ
ま
し
ょ
う
！
殺
さ

れ
ま
す
よ
！
」 

会
社
員
「
こ
ん
な
状
態
だ
か
ら
混
乱

す
る
の
も
解
る
。 

で

も

冷

静

に

な

る

ん

だ

。

こ

れ

は

自

衛

隊

だ

よ

」 

 
 

 

野
中
、
映
画
館
の
方
へ
走
っ

て
逃
げ
る
。
会

社
員
、
呆
れ
る
よ
う
な
た
め
息
を
吐

く
。 

 

○
画
面
・
映
画
館
の
前 

 
 

 

野
中
、
映
画
館
の
前
に
走
っ

て
や
っ
て
来
る
。 

目
の
前
に
、
バ
イ
ク
に
ま
た
が
っ
た
悪
次
郎

が
い
る
。 



野
中
、
驚
い
て
立
ち
止
る
。 

悪
次
郎｢
お
っ
！｣

 
と
、
目
を
見
開
い
て
野
中
を
見
る
。 

悪
次
郎
「(

大
声)
兄
貴
！
一
匹
見
つ
け
た
ぞ
ー
！
」 

 
 

 
 

 

と
、
エ
ン
ジ
ン
を
吹
か
す
。 

暴
走
族
達
、
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
る

と
、
野
中
を
囲
ん
で
、
激
し
く
体
を
動
か
す
。 

暴
走
族
Ａ
「
ホ
ー
ホ
ー
ホ
ー
ウ
ッ
！

」 

暴
走
族
Ｂ
「
ア
ウ
オ
ー
ウ
ッ
ア
！
」 

暴
走
族
Ｃ
「
イ
ー
ガ
ッ
パ
！
あ
ぁ
ぁ

ぁ
ぁ
ー
」 

 
 

 

と
、
お
か
し
な
雄
た
け
び
を

上
げ
だ
す
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
吹
き
出
す
よ
う
に
笑

っ
て
し
ま
う
。

伊
田
、
釣
ら
れ
て
笑
い
だ
す
。 

 

○
画
面
・
廃
れ
た
繁
華
街 

 
 

 

バ
イ
ク
の
音
が
響
き
渡
っ
て

い
る
。 

会

社

員

、

映

画

館

の

方

向

を

向

い

て

い

る

。 

会
社
員
「
お
ー
い
！
こ
っ
ち
だ
ー
！

」 



 
 

 

と
、
映
画
館
の
方
に
小
走
り

を
す
る
。 

 

○
画
面
・
映
画
館
の
外 

会
社
員
、
や
っ
て
来
る
と
、
驚
い
て
物
陰
に

隠
れ
る
。 

そ

の

先

に

、

暴

走

族

達

、

集

ま

っ

て

い

る

。

悪
太
郎
、
頭
に
斧
が
刺
さ
っ
た
野
中
の
死
体

を
担
い
で
、
仲
間
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に

投
げ
込
む
。
野
中
、
上
を
向
い
て
死
ん
で
い

る
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

両
腕
を
組
ん
で
い
る
殿
森
。 

殿
森｢

も
う
殺
さ
れ
る
ん
か
い｣

 

 

○
画
面
・
映
画
館
の
外 

 
 

 

悪
太
郎
、
手
を
上
げ
る
。 

悪
次
郎
、
暴
走
族
達
、
静
ま
り
返
る

。 

悪
太
郎｢

お
い
、
こ
の
辺
り
に
沢
山
い

る
は
ず
だ
！
探

し
出
せ
！
命
令
だ
！
」 



暴
走
族
達
、
雄
た
け
び
を
上
げ
る
と

、
動
き 

ま
わ
り
だ
す
。 

 

○
劇
場 

殿
森
、
伊
田
の
座
っ
て
い
た
席
が
空
い
て
い 

る
。 

 

○
画
面
・
映
画
館
の
外 

 
 

 

会
社
員
、
暴
走
族
が
離
れ
て

い
る
隙
に
、
物

陰
か
ら
映
画
館
の
扉
に
走
っ
て
行
き

、
中
に

入
る
。 

悪

次

郎

、

そ

の

姿

を

遠

く

か

ら

見

て

い

る

。 

悪
次
郎
「
そ
こ
だ
っ
た
の
か
」 

 
 

 

と
、
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
笑
み
を
浮

か
べ
る
。 

 

○
画
面
・
映
画
館
の
中 

会
社
員
、
走
っ
て
来
る
と
、
そ
の
ま
ま
階
段

を
上
っ
て
行
く
。
関
係
者
以
外
立
ち
入
り
禁

止
と
書
か
れ
た
扉
を
開
け
て
中
に
入

る
。 

 
 

 



○
画
面
・
映
写
室 

会
社
員
、
扉
を
開
け
て
入
っ
て
来
る

。 
無
数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
大
き
な
画
面
が

い
く
つ
も
並
ん
で
い
る
。
６
あ
る
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
は
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
暴
走
族

、
街
の

風
景
な
ど
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。 

博
士(8

8
)

、
そ
の
中
心
に
座
っ
て
い

る
。 

会
社
員
「
大
変
で
す
。
街
が
崩
壊
し

て
映
画
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
！
」 

博
士
、
振
り
返
っ
て
会
社
員
を
見
る

。 

 

○
映
画
館
・
男
子
ト
イ
レ 

 
 

 

殿
森
、
伊
田
、
並
ん
で
用
を

足
し
て
い
る
。 

殿
森
「
ま
さ
か
ア
イ
ツ
が
出
演
し
て

る
と
は
思
い
も 

せ
ん
か
っ
た
わ
」 

伊
田
「
本
当
に
ま
さ
か
だ
よ
ね
」 

殿
森
「
そ
り
ゃ
俺
達
を
映
画
に
誘
う

訳
や
で
」 

伊
田
「
や
っ
ぱ
り
、
芸
能
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
に
入
っ

て
た
の
か
な
」 

殿
森
「
そ
れ
か
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
受
け
た
ら
通



っ
た
と
か
ち
ゃ
う
か
」 

伊
田
「
そ
れ
か
も
。
ほ
ぼ
キ
ャ
ス
ト

だ
っ
た
し
ね
」 

殿
森
「
多
分
そ
う
い
う
オ
チ
や
で
」 

伊
田
「
で
も
ア
イ
ツ
、
ど
こ
に
行
っ
た

ん
だ
ろ
う
？
」 

殿
森
「
も
し
か
し
て
映
画
が
終
っ
た

ら
出
演
者
の
挨

拶
が
あ
る
ん
と
違
う
か
。
そ
の
為
の

準
備
に
行
っ

て
る
可
能
性
も
あ
る
で
」 

伊
田
「
じ
ゃ
あ
控
え
室
に
？
確
か
に

一
応
出
演
者
だ 

よ
ね
。
で
も
、
そ
う
い
う
の
っ
て
始

ま
る
前
じ
ゃ 

な
い
の
？
」 

殿
森｢

そ
う
な
ん
か
？
」 

伊
田
「
最
後
だ
と
み
ん
な
帰
っ
ち
ゃ

う
で
し
ょ
？
」 

殿
森
「
俺
に
は
解
ら
ん
わ
。
今
の
時

代
の
映
画
文
化

が
。
音
声
認
識
シ
ス
テ
ム
は
あ
る
し

、
映
画
館
に

来
る
み
た
い
な
事
を
言
い
出
す
し
、

予
想
外
の
事

だ
ら
け
や
わ
」 

 
 

 

と
、
先
に
手
洗
い
場
に
向
か

う
。 

 

○
映
画
館
の
中 

 
 

 

会
社
員
、
階
段
を
走
っ
て
降

り
て
来
る
と
、



裏
口
の
方
へ
走
っ
て
行
く
。 

少
し
す
る
と
、
殿
森
、
伊
田
、
す
ぐ
近
く
の

ト
イ
レ
か
ら
出
て
来
て
、
劇
場
の
方
へ
歩
い

て
行
く
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
伊
田
、
扉
を
開
け
入

っ
て
来
る
と
席

に
向
か
う
。 

博
之
の
声｢

危
な
い
！
そ
っ
ち
は
あ

か
ん
！
」 

 
 

 

殿
森
、
伊
田
、
席
に
戻
る
と

画
面
を
見
る
。 

 

○
画
面
・
映
画
館
の
外 

 
 

 

会
社
員
、
物
陰
に
隠
れ
て
外

を
見
て
い
る
。 

暴
走
族
達
、
映
画
観
の
周
囲
を
走
り
回
っ
て

か
ら
、
別
の
場
所
へ
移
動
す
る
。 

博
之
の
声
「
今
や
！
」 

会
社
員
、
汚
い
小
屋
に
向
っ
て
走
る

。 

 

○
画
面
・
汚
い
小
屋
の
中 

会
社
員
、
扉
を
開
け
て
入
っ
て
来
る

。
中
に 



ス
ク
ー
タ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

会
社
員
「
こ
れ
か…

…

」 
と
、
ス
ク
ー
タ
ー
に
鍵
を
差
し
込
ん
で
回
す
。 

ス

ク

ー

タ

ー

に

付

い

て

い

る

Ｇ

Ｐ

Ｓ

の

画 

面
に
、
目
的
地
を
示
す
赤
い
光
が
点
灯
し
だ

す
。 

会
社
員
「
こ
こ
か
。
近
い
な
。
よ
し

」 

と
、
ス
ク
ー
タ
ー
に
乗
り
、
エ
ン
ジ
ン
を
か

け
急
発
進
さ
せ
る
。 

 

〇
画
面
・
汚
い
小
屋
の
外 

 
 

 

ス
ク
ー
タ
ー
に
乗
っ
た
会
社

員
、
小
屋
か
ら

飛
び
出
し
、
低
速
で
走
り
去
っ
て
行

く
。 

 

○
画
面
・
殺
風
景
な
道
路 

会
社
員
、
ス
ク
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
走
っ
て
い

る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
、
赤
い
点

に
近
づ
い
て
い
く
。 

 

○
画
面
・
殺
風
景
な
通
路
の
脇 



 
 

 

軽
ト
ラ
ッ
ク
、
廃
車
の
横
に

止
ま
っ
て
い
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
ホ
ー
ス
を
使
っ
て
、
廃
車
か

ら
ガ
ソ
リ
ン
を
抜
き
取
っ
て
い
る
。 

メ
ガ
ネ
、
用
を
足
し
て
い
る
。 

会
社
員
、
ス
ク
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
や
っ
て
来

る
。 

会
社
員｢

ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ー
ん
！｣

 

 
 

 

と
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
目
の
前

に
ス
ク
ー
タ
ー

に
ま
た
が
っ
た
状
態
で
停
車
す
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢

あ
ん
た
は
？｣

 

会
社
員｢

私
は
映
画
館
か
ら
来
ま
し

た
。
デ
ッ
ト
タ
ウ 

ン
救
世
主
物
語
を
見
て
い
た
観
客
で

す
」 

メ
ガ
ネ
「
デ
ッ
ド
タ
ウ
ン
救
世
主
物

語!?

」 

 
 

 

と
、
チ
ャ
ッ
ク
を
閉
め
会
社

員
の
元
に
行
く
。 

メ
ガ
ネ
「
そ
の
映
画
の
上
映
日
と
時

間
は
？
」 

会
社
員｢

今
日
の
２
時
で
す｣

 

メ
ガ
ネ
「
同
じ
場
所
だ
。
じ
ゃ
あ
映
画

館
の
人
達
は
？
」 

会
社
員
「
み
な
無
事
で
す
」 

メ
ガ
ネ
「
よ
か
っ
か
。
で
も
、
一
体

何
が…

…

」 

会
社
員
「
あ
そ
こ
は
地
上
で
起
こ
っ

た
事
を
知
っ
て 



い
る
、
博
士
が
作
っ
た
シ
ェ
ル
タ
ー

で
す
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
そ
の
話
、
詳
し
く
聞

か
せ
て
く
れ
」 

 

〇
劇
場 

 
 

 

観
客
達
、
真
剣
な
表
情
で
画

面
を
見
て
い
る
。 

会
社
員
の
声
「
今
起
こ
っ
て
い
る
事

は
、
超
自
然
原

理

主

義

と

言

わ

れ

る

思

想

を

持

っ

た

人

々

が

起

こ
し
た
テ
ロ
な
ん
で
す
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
声
「
超
自
然
原
理
主

義
？
」 

会
社
員
の
声
「
は
い
。
彼
ら
は
自
然

に
よ
っ
て
支
配 

さ
れ
る
、
原
始
的
な
世
界
を
理
想
と

し
て
い
ま
す
。 

だ

か

ら

邪

魔

に

な

る

人

間

や

文

明

を

破

壊

し

た

ん
で
す
。
博
士
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
で

し
た
が
、
彼

ら
の
考
え
に
疑
問
を
抱
き
、
人
々
を

守
る
事
の
で

き
る
シ
ェ
ル
タ
ー
を
作
り
上
げ
ま
し

た
。
し
か
し
、 

誰
も
博
士
を
信
用
し
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
シ
ェ
ル 

タ
ー
を
映
画
館
の
様
に
作
り
変
え
、

上
映
す
る
映 

画

の

宣

伝

を

し

て

人

々

を

避

難

さ

せ

た

ん

で

す

。

だ
か
ら
映
画
館
に
映
っ
て
い
る
映
像

は
、
小
型
情 

報
端
末
が
映
し
出
す
現
実
な
ん
で
す

」 



〇
画
面
・
殺
風
景
な
道
路
の
脇 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
メ
ガ
ネ
、
会
社
員
、
向
き
合

っ
て
い
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
そ
の
博
士
か
ら
、
突
然

豹
変
す
る
人
々 

の
事
を
聞
い
た
か
？
」 

会
社
員
「
そ
れ
は
ま
だ
聞
い
て
い
ま

せ
ん
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
な
ら
博
士
の
元
に
行

こ
う
。
そ
し
て
、 

彼
ら
を
救
う
為
に
そ
の
手
立
て
を
探

す
ん
だ
」 

会
社
員
「
博
士
は
シ
ェ
ル
タ
ー
に
い

ま
す
。
で
も
今 

行
く
の
は
危
険
で
す
。
暴
走
族
が
シ

ェ
ル
タ
ー
の 

周
辺
で
暴
れ
ま
わ
っ
て
い
ま
す｣

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
早
く
し
な
い
と
博
士

と
そ
こ
に
い
る 

人
々
が
危
な
い
」 

会
社
員
「
で
す
が
、
敵
は
大
勢
い
ま

す
よ
」 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ

ン
を
取
り
出
す
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
邪
魔
す
る
ヤ
ツ
は
指

先
一
つ
で
倒
す 

さ
」 

 

○
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
眉
を
潜
め
て
伊
田
を

見
る
。 



殿
森
「
な
ん
か
聞
い
た
事
あ
る
ぞ
こ

の
言
葉
」 

伊
田
「
北
斗
の
拳
の
テ
ー
マ
ソ
グ
だ

よ
ね
。
歌
詞
を 

微
妙
に
変
え
て
台
詞
に
し
て
る
」 

殿
森
「
そ
こ
ま
で
や
る
か
っ
て
感
じ

や
な
。
そ
れ
が 

面
白
さ
に
つ
な
が
る
と
は
思
え
へ
ん

で
。
予
想
外 

の
連
発
や
わ
こ
の
映
画
」 

 
 

 

と
、
呆
れ
た
表
情
で
顔
を
横

に
振
る
。 

 

○
画
面
・
映
画
館
の
外 

 
 

 

悪
太
郎
、
悪
次
郎
、
暴
走
族

達
、
バ
イ
ク
に

ま
た
が
り
、
エ
ン
ジ
ン
を
吹
か
し
て

、
映
画

館
の
扉
を
見
て
い
る
。 

悪
太
郎
「
本
当
に
こ
ん
な
場
所
に
い

る
の
か
？
」 

悪
次
郎
「
間
違
い
な
い
ぜ
。
さ
っ
き

こ
の
中
に
入
っ 

て
っ
た
の
を
俺
は
見
た
ぜ
」 

悪
次
郎
「
よ
ー
し
。
全
部
ま
と
め
て
ぶ

っ
潰
す
ぞ
！
」 

 
 

 

暴
走
族
達
、
雄
叫
び
を
上
げ

だ
す
。 

暴
走
族
Ａ
「
う
っ
ぎ
ゃ
ー
ン
ガ
ガ
ガ

ガ
ガ
ガ
！
」 

 
 

 

と
、
顔
を
激
し
く
振
る
。 

 



○
劇
場 

 
 

 
殿
森
、
笑
う
。 

 

〇
画
面
・
映
画
館
の
外 

 
 

 

暴
走
族
Ｂ
、
暴
走
族
Ｃ
、
扉

を
見
て
い
る
。 

暴
走
族
Ｂ
「
ゴ
ー
ウ
ッ
、
バ
バ
バ
ッ

パ
ー
バ
バ
！
」 

暴
走
族
Ｃ
「
ギ
ャ
ッ
バ
ー
！
オ
ギ
ャ

ギ
ャ
ギ
ャ
ギ 

ャ
！
オ
ギ
ャ
ギ
ャ
ギ
ャ
ギ
ャ
ッ
！
」 

 
 

 

と
、
体
を
痙
攣
し
た
よ
う
に

動
か
す
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

殿
森
、
伊
田
、
さ
ら
に
笑
う

。 

殿
森
「
こ
れ
絶
対
ウ
ケ
狙
っ
て
る
だ

け
や
ろ
」 

 

○
画
面
・
映
画
観
の
外 

 
 

 

先
頭
に
い
る
悪
太
郎
、
手
を

挙
げ
る
。 

悪
太
郎
「
行
く
ぞ
ー
！
」 

 
 

 

と
、
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
扉
を

突
き
破
っ
て
中

に
入
る
。 

悪
次
郎
、
暴
走
族
達
、
続
く
。 



○
画
面
・
映
画
館 

悪
太
郎
、
悪
次
郎
、
暴
走
族
達
、
入

っ
て
来

る
と
、
停
止
す
る
。 

悪
太
郎
、
劇
場
Ｂ
の
扉
を
指
差
す
。 

悪
太
郎
「
ま
ず
は
あ
の
扉
を
ぶ
ち
破

れ
！
」 

 
 

 

暴
走
族
達
、
一
斉
に
走
り
だ

す
。 

 

○
劇
場
Ｂ 

 
 

 

人
が
い
な
い
薄
暗
い
劇
場
。 

悪
次
郎
、
暴
走
族
達
、
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
扉

を
突
き
破
っ
て
入
っ
て
来
る
。
鉄
の
棒
や
斧

を

振

り

回

し

、

席

や

壁

を

破

壊

し

て

行

く

。 

 

○
画
面
・
映
画
館 

 
 

 

悪
太
郎
、
バ
イ
ク
に
ま
た
が

っ
て
い
る
。 

暴

走

族

達

、

悪

次

郎

、

バ

イ

ク

に

乗

っ

て

、

劇

場

Ｂ

の

反

対

側

の

扉

を

突

き

破

っ

て

出

て
く
る
。 

悪
次
郎
「
兄
貴
、
誰
も
い
ね
え
ぜ
！

」 

悪
太
郎
「
そ
う
か
。
じ
ゃ
あ
、
次
は

」 



と
、
周
囲
の
扉
を
見
渡
し
、
劇
場
の
扉
を
指

さ
す
。 

悪
太
郎
「
あ
れ
だ
！
お
め
ぇ
ら
行
く

ぞ
！
」 

 
 

 

と
、
劇
場
の
扉
に
向
か
っ
て

急
発
進
す
る
。 

 

○
劇
場 

悪
太
郎
、
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
扉
を
吹
き
飛
ば

し
て
入
っ
て
来
る
。 

観
客
達
、
一
斉
に
そ
の
方
向
を
見
る

。 

悪
次
郎
、
暴
走
族
達
、
そ
こ
か
ら
続
い
て
入

っ
て
来
る
。 

殿
森
、
伊
田
、
嬉
し
そ
う
に
暴
走
族
を
見
る
。 

殿
森
「
予
想
通
り
来
た
ぞ
。
主
人
公

以
外
が
」 

画
面
に
は
、
こ
の
劇
場
の
光
景
が
映
し
出
さ

れ
て
い
る
。 

暴
走
族
達
、
前
列
を
バ
イ
ク
で
走
り
な
が
ら
、

鉄

の

棒

や

斧

を

振

り

回

し

て

客

を

襲

っ

て

い
く
。 

前
列
の
客
達
、
襲
わ
れ
て
逃
げ
出
す

。 

客

A

、
逃
げ
て
い
る
と
、
追
っ
て
来
る
暴
走



族
の
バ
イ
ク
に
轢
か
れ
る
。 

伊
田
「
あ
れ
本
当
に
バ
イ
ク
で
ぶ
つ

け
て
な
い
？
」 

殿
森
「
前
列
は
全
部
エ
キ
ス
ト
ラ
や

ろ
。
冬
に
こ
の 

映
画
を
上
映
し
た
理
由
も
そ
れ
や
で

」 

伊
田
「
ど
う
い
う
意
味
？
」 

殿
森
「
厚
着
の
時
期
な
ら
中
に
プ
ロ

テ
ク
タ
ー
を
着 

て
て
も
隠
せ
る
や
ろ
」 

伊
田
「
な
る
ほ
ど
ね
。
そ
れ
な
ら
棍

棒
で
叩
か
れ
て 

も
怪
我
し
な
い
よ
ね
」 

殿
森
「
そ
れ
が
ス
タ
ン
ト
の
常
識
や

で
」 

 
 

 

暴
走
族
達
、
次
か
ら
次
へ
と

客
を
襲
う
。 

殿
森
「
こ
の
演
出
は
見
ご
た
え
あ
る

わ
。
で
も
エ
キ 

ス
ト
ラ
何
人
い
る
ね
ん
？
」 

 
 

 

暴
走
族
達
、
客
を
ひ
き
な
が

ら
も
、
周
囲
の

客
を
鉄
の
棒
と
斧
で
攻
撃
し
て
行
く

。 

伊
田
「
ち
ょ
っ
と
や
り
過
ぎ
じ
ゃ
な

い
？
前
の
方
の 

客
席
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
け
ど
」 

殿
森
「
そ
れ
が
本
当
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
や
で
」 

伊
田
「
確
か
に
。
雰
囲
気
あ
る
。
う

ん
」 

 
 

 

と
、
納
得
す
る
よ
う
に
深
く

う
な
ず
く
。 



前

方

の

客

達

、

劇

場

の

外

に

逃

げ

て

行

く

。

暴
走
族
達
、
そ
の
観
客
達
を
追
い
か
け
て
扉

か
ら
出
て
行
く
。 

悪
太
郎
の
バ
イ
ク
、
後
ろ
の
席
の
方
へ
続
く

通
路
を
走
る
。 

浮
浪
者
、
そ
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る

。 

浮
浪
者
「
い
い
ぞ
い
い
ぞ
！
行
け
行

け
！
」 

悪
太
郎
、
浮
浪
者
の
首
を
斧
で
切
る

。
浮
浪

者
の
頭
が
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
行
く
。 

殿
森
、
伊
田
、
そ
れ
を
顔
で
追
う
。 

伊
田
「
す
ご
い
！
」 

殿
森
「
こ
れ
は
一
級
の
エ
ン
タ
ー
タ

イ
メ
ン
ト
や
！ 

ホ
ー
！
」 

 
 

 

と
、
立
ち
上
が
っ
て
拍
手
を

す
る
。 

暴
走
族
達
、
殿
森
を
見
る
。 

悪
太
郎
、
殿
森
と
数
秒
間
、
目
が
合

う
。 

悪
太
郎
、
殿
森
に
斧
を
投
げ
る
。 

殿
森
、
ギ
リ
ギ
リ
で
斧
を
よ
け
、
後
ろ
を
見

る
。 

自
分
の
席
に
斧
が
深
く
刺
さ
っ
て
い

る
。 



呆
然
と
伊
田
と
顔
を
合
せ
る
。 

悪
太
郎
「
次
は
ア
イ
ツ
だ
！
」 

 
 

と
、
暴
走
族
達
と
殿
森
の
方
に
走
っ
て
来
る
。 

殿
森
、
伊
田
、
走
っ
て
逃
げ
だ
す
。 

 

〇
映
画
館 殿

森
、
伊
田
、
走
っ
て
劇
場
の
扉
か
ら
出
て

来
る
と
、
全
力
で
走
っ
て
行
き
、
別
の
扉
を

開
け
て
外
に
出
て
行
く
。 

暴
走
族
達
、
劇
場
の
扉
か
ら
勢
い
良
く
出
て

来
る
。 

 

〇
映
画
館
の
外 

 
 

 

殿
森
、
伊
田
、
映
画
館
の
扉

か
ら
出
て
来
る

と
、
汚
い
小
屋
の
方
に
走
っ
て
行
く

。 

 

○
劇
場 

暴
走
族
が
姿
を
消
し
て
い
る
。 

後
席
の
観
客
達
、
楽
し
そ
う
に
座
っ
て
い
る
。 

前
方
の
観
客
達
、
混
乱
し
て
い
る
。
周
囲
に



無
数
の
死
体
が
落
ち
て
い
る
。 

博
之
の
声
「
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
！
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が

や
ら
れ
て
も
う
た
！
」 

周
囲
に
死
体
が
落
ち
て
い
る
中
、
森

川
、
石

飛
、
楢
崎
、
前
席
と
後
席
の
間
か
ら

、
覗
く

様
に
前
方
を
見
て
い
る
。 

森
川
「
ホ
ン
マ
ど
う
な
っ
て
ん
ね
ん

？
」 

石
飛
「
こ
れ
映
画
館
ね
ら
っ
た
テ
ロ

？
」 

 

○
画
面
・
廃
れ
た
道
路 

軽
ト
ラ
ッ
ク
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
い
る
。 

 

○
劇
場 

画
面
に
は
、
助
手
席
に
座
っ
て
い
る
メ
ガ
ネ
、

荷
台
に
乗
っ
て
い
る
会
社
員
、
運
転
し
て
い

る

ケ

ン

タ

ロ

ウ

の

姿

が

映

し

出

さ

れ

て

い

る
。 

客

B

、
画
面
の
前
に
や
っ
て
来
る
。 

客

B

「
ケ
ン
タ
ロ
ウ
！
暴
走
族
が
劇

場
の
中
に
や
っ

て
来
て
、
沢
山
の
観
客
が
殺
さ
れ
た

！
」 



ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
な
ん
だ
っ
て
⁉
」 

客

B
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
全
員
殺
さ
れ

る
！
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
今
向
っ
て
い
る
。
そ

れ
ま
で
持
ち
こ

た
え
て
く
れ
」 

 

○
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
車
内 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
運
転
し
て
い

る
。 

メ
ガ
ネ
、
助
手
席
か
ら
外
を
見
て
い

る
。 

会
社
員
、
荷
台
に
乗
っ
て
い
る
。 

小
型
情
報
端
末
、
宙
に
浮
か
ん
で
、
軽
ト
ラ

ッ
ク
と
拮
抗
し
て
移
動
し
て
い
る
。
そ
こ
か

ら
声
が
す
る
。 

客

C

の
声
「
奴
ら
が
ま
た
戻
っ
て
来
た
ら
、
全
員
殺

さ
れ
る
ぞ
！
」 

 
 

 

メ
ガ
ネ
、
窓
か
ら
身
を
乗
り

出
し
、
小
型
情

報

端

末

を

マ

イ

ク

を

持

つ

よ

う

に

手

で

つ

か
み
、
口
に
近
づ
け
る
。 

メ
ガ
ネ
「
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
！

」 

 
 

 

会
社
員
、
荷
台
に
乗
っ
て
い

る
。 

会
社
員
「
そ
う
で
す
。
殺
さ
れ
る
と

思
う
な
ら
、
戦



っ

て

く

だ

さ

い

！

自

分

も

こ

れ

か

ら

そ

う

す

る

つ
も
り
で
す
！
」 

 
 

 

と
、
握
り
こ
ぶ
し
を
見
せ
る

。 

 

〇
劇
場 

 
 

 

画
面
に
は
、
カ
メ
ラ
を
握
る

メ
ガ
ネ
の
顔
が

拡
大
さ
れ
て
映
っ
て
い
る
。 

客

B

、
客

C

、
画
面
の
前
に
立
っ
て
い
る
。 

客

C

「
そ
ん
な
無
茶
だ
」 

客

B

「
あ
の
感
じ
だ
と
、
ま
た
戻
っ

て
来
る
ぞ
」 

客

C

「
じ
ゃ
あ
ど
う
す
ん
だ
？
」 

客

B

「
こ
の
状
態
、
戦
う
し
か
な
い

ぜ
。
こ
こ
で
は

俺
達
の
方
が
数
も
多
い
ん
だ
」 

客

C

「
だ
け
ど
、
あ
ん
な
連
中
と
俺

達
が…

…

」 

森
川
、
石
飛
、
楢
崎
、
前
席
と
後
席
の
間
か

ら
画
面
を
覗
い
て
い
る
。 

森
川
「
聞
い
た
か
？
ま
た
バ
イ
ク
の

人
ら
が
戻
っ
て

来
る
か
も
し
れ
へ
ん
や
っ
て
」 

石
飛
「
ど
う
し
よ
う
か
」 

森
川
「
ど
う
せ
殺
さ
れ
る
な
ら
戦
っ

た
方
が
え
え
っ



て
言
う
て
た
な
」 

石
飛
「
や
る
の
？
」 

森
川
「
俺
は
戦
う
わ
。
先
に
行
か
せ

て
も
ら
う
で
」 

と
、
立
ち
上
が
る
と
、
全
力
疾
走
で
劇
場
の

外
に
走
っ
て
行
く
。 

 

○
映
画
館
の
ト
イ
レ
の
入
り
口
前 

 
 

 

男
子
ト
イ
レ
の
入
り
口
と
、

女
子
ト
イ
レ
の

入
り
口
が
並
ん
で
い
る
。 

森
川
、
走
っ
て
来
る
と
、
そ
の
ま
ま
女
子
ト

イ
レ
の
中
に
駆
け
込
ん
で
行
く
。 

 

○
女
子
ト
イ
レ
の
中 

 
 

 

森
川
、
個
室
の
中
に
入
っ
て

、
ド
ア
を
閉
め

る
。
鍵
の
閉
ま
る
音
が
響
く
。 

 

○
劇
場 

石
飛
、
楢
崎
、
前
席
と
後
席
の
隙
間
に
隠
れ 

て
い
る
。 

石
飛
「
森
川
君
っ
て
、
カ
ッ
ケ
ー
な

ー
。
す
げ
え
度



胸
あ
る
し
、
男
ら
し
い
っ
て
言
う
か

」 

楢
崎
「
で
も
、
大
丈
夫
か
な
。
た
っ

た
１
人
で
」 

石
飛
「
や
っ
ぱ
り
、
ま
ず
い
よ
ね
？

」 

楢
崎
「
絶
対
や
ら
れ
る
よ
。
相
手
は
大

人
だ
し…

…

」 

石
飛
「
俺
、
森
川
君
呼
ん
で
く
る
わ

！
」 

と
、
急
い
で
劇
場
の
外
に
走
っ
て
行

く
。 

 

○
画
面
・
映
画
館
の
外 

 
 

 

石
飛
、
扉
か
ら
出
て
く
る
。

目
の
前
に
、
悪 

太
郎
、
悪
次
郎
、
暴
走
族
達
、
バ
イ
ク
に
乗 

っ
て
集
ま
っ
て
い
る
。 

悪
次
郎
「
出
て
き
た
ぞ
！
」 

石
飛
「
や
べ
っ
」 

 
 

 

暴
走
族
達
、
エ
ン
ジ
ン
を
吹

か
し
だ
す
。 

軽
ト
ラ
ッ
ク
、
石
飛
と
暴
走
族
の
間
に
走
っ

て
来
て
止
ま
る
。 

石
飛
「
ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
だ
！
」 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
メ
ガ
ネ
、
荷

台
に
乗
っ
て
い

る
会
社
員
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降
り

る
。 

悪
太
郎
「
お
前
は
あ
の
時
の
！
」 



ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
悪
太
郎
に
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を

向
け
る
。 

悪
次
郎
「
銃
だ
！
」 

 
 

 

と
、
暴
走
族
達
、
動
き
が
止

ま
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
早
く
中
へ
！
」 

石
飛
、
映
画
館
の
中
に
逃
げ
る
。 

 
 

 

メ
ガ
ネ
、
カ
ナ
ヅ
チ
を
悪
次

郎
に
向
け
る
。 

悪
次
郎
「
く
そ
っ
！
兄
貴
！
こ
の
ま

ま
じ
ゃ
俺
達
が

や
ら
れ
ち
ま
う
よ
！
」 

悪
太
郎
「
い
っ
た
ん
引
く
ぞ
！
」 

 
 

 

と
、
悪
次
郎
、
暴
走
族
と
逃

げ
て
行
く
。 

メ
ガ
ネ
「
や
っ
た
。
連
中
を
追
い
払

っ
た
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
ま
だ
油
断
は
で
き
な

い
。
破
壊
と
殺 

戮
を
繰
り
返
す
連
中
だ
。
必
ず
ま
た

戻
っ
て
来
る
」 

 
 

 

と
、
映
画
館
の
中
へ
向
か
う

。 

 

○
画
面
・
映
画
館
の
出
入
口
・
内
側 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
メ
ガ
ネ
、
会
社
員
、
入
っ
て

来
る
。 

桃

太

郎(4
5

)

、
階

段

の

上

に

あ

る

映

写

室

の



扉
を
開
け
て
出
て
く
る
。 

桃
太
郎
「
ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
で
す
ね

？
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
あ
ん
た
は
？
」 

桃
太
郎
「
私
は
博
士
の
実
の
息
子
の

桃
太
郎
で
す
」 

 

○
画
面
・
映
写
室 

 
 

 

室
内
は
荒
ら
さ
れ
て
い
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
会
社
員
、
メ
ガ
ネ
、
桃
太
郎
、 

倒
れ
て
い
る
博
士
を
囲
む
よ
う
に
立

っ
て 

い
る
。 

桃
太
郎
「
私
は
父
の
言
う
事
を
信
じ

て
い
な
か
っ
た
。

だ

か

ら

新

し

く

作

っ

た

映

画

館

に

家

族

で

映

画

を

見

に

来

い

と

言

わ

れ

た

の

に

、

１

人

で…
…

」 

会
社
員
「
ま
さ
か
、
あ
な
た
の
ご
家

族
は
？
」 

桃
太
郎
「
父
は
精
神
疾
患
で
は
な
か

っ
た…

…

」 

 
 

 

と
、
下
を
向
い
て
泣
き
そ
う

に
な
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
桃
太
郎
の
肩
に
手
を
乗
せ
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
ヤ
ツ
ら
が
ま
た
こ
の

場
に
戻
っ
て
来

る
。
教
え
て
く
れ
。
な
ぜ
善
良
な
人

々
が
突
然
豹

変
す
る
ん
だ
？
」 



桃
太
郎
「
そ
れ
は
、
サ
イ
ボ
ー
グ
だ

か
ら
で
す
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
サ
イ
ボ
ー
グ
だ
っ
て

？
」 

桃
太
郎
「
医
療
や
介
護
用
に
作
ら
れ

た
も
の
で
す
」 

メ
ガ
ネ
「
ま
さ
か
そ
ん
な
も
の
が
こ

の
世
の
中
に
？
」 

桃
太
郎
「
普
段
か
ら
誰
も
気
づ
い
て

い
な
い
だ
け
で
、

街

中

に

は

サ

イ

ボ

ー

グ

が

あ

ふ

れ

て

い

る

と

父

は
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
彼
ら

が
、
別
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
込
ん
だ
ん
で
す
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
？

」 

桃
太
郎
「
生
き
残
っ
た
人
々
の
殺
害

で
す
」 

会
社
員
「
超
自
然
原
理
主
義
者
だ
！

」 

桃
太
郎
「
そ
う
で
す
。
大
企
業
や
政

治
家
、
投
資
家
、

そ

し

て

軍

事

の

世

界

に

も

超

自

然

原

理

主

義

者

は
紛
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
彼
ら
に
兵

器
を
使
わ
せ

て
世
界
を
破
壊
さ
せ
る
。
次
に
生
き

残
っ
た
人
々

を
殺
害
す
る
の
が
サ
イ
ボ
ー
グ
で
す

」 

メ
ガ
ネ
「
そ
れ
が
暴
走
族
？
」 

桃
太
郎
「
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
生

き
残
っ
た
人
々

は
ど
こ
か
に
隠
れ
、
新
た
な
文
明
を

作
り
上
げ
対

抗
し
ま
す
。
そ
れ
を
阻
止
す
る
為
に

、
今
度
は
善



良

な

市

民

や

被

害

者

を

装

っ

た

殺

人

マ

シ

ー

ン

が
人
々
の
元
に
潜
入
す
る
」 

メ
ガ
ネ
「
と
い
う
事
は
、
そ
れ
が
豹

変
す
る
人
々
の

正
体
で
す
か
？
」 

博
士
「
は
い
。
そ
う
で
す
」 

メ
ガ
ネ
「
な
ら
、
あ
の
少
女
も
」 

 
 

 

博
士
、
頷
く
。 

会
社
員
「
あ
の
少
女
を
破
壊
し
な
い

と
！
」 

桃
太
郎
「
ダ
メ
で
す
。
破
壊
す
れ
ば

爆
発
し
ま
す
」 

メ
ガ
ネ
「
爆
発…

…

」 

桃
太
郎
「
そ
の
為
に
水
素
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て

動
く
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
ん
で
す

」 

会
社
員
「
と
ん
で
も
な
い
話
だ
。
そ

れ
を
環
境
の
為

と
で
も
言
う
ん
だ
ろ
う
な
」 

メ
ガ
ネ
「
そ
の
自
然
原
理
主
義
者
は

ど
こ
に
？
」 

桃
太
郎
「
彼
ら
は
も
う
砂
に
な
っ
て

い
ま
す
」 

会
社
員
「
自
分
達
の
妄
想
の
実
現
の

為
に
、
世
の
中

の
人
々
を
巻
き
込
む
な
ん
て
」 

メ
ガ
ネ
「
こ
れ
か
ら
、
僕
達
は
ど
う
な

る
ん
で
す
か
？
」 

桃
太
郎
「
も
う
計
画
は
実
行
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
」 



メ
ガ
ネ
「
こ
の
ま
ま
滅
び
ろ
と
言
う

ん
で
す
か
？
」 

 
 

 
桃
太
郎
、
顔
を
背
け
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
桃
太
郎
の
肩
に
手
を
乗
せ
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
俺
達
は
ま
だ
生
き
て

い
る
。
君
の
親

父

さ

ん

が

こ

の

シ

ェ

ル

タ

ー

を

作

っ

た

理

由

を

考
え
る
ん
だ
」 

 
 

 

桃
太
郎
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
を
見

る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
超
自
然
原
理
主
義
を

打
倒
し
、
安
全

で
平
和
な
世
界
を
作
り
上
げ
る
。
そ

れ
が
生
き
残

っ
た
人
々
の
救
い
で
あ
り
、
君
の
父

親
が
目
指
し

た
事
だ
。
そ
う
思
え
な
い
か
？
」 

会
社
員
「
そ
れ
に
、
こ
の
映
画
館
に

は
、
ま
だ
幼
い

子
供
達
だ
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」 

 
 

 

桃
太
郎
、
悩
む
表
情
を
浮
か

べ
る
。 

桃
太
郎
「
そ
う…

…

で
す
ね…

…

」 

、 
 

と
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
リ
モ
コ
ン

を
取
り
出
し
、

画
面
に
地
図
を
表
示
さ
せ
る
。 

桃
太
郎
「
宇
宙
空
間
に
存
在
す
る
兵

器
を
操
作
す
る 

事
の
で
き
る
施
設
で
す
。
そ
れ
を
使

え
ば
超
高
出

力
電
磁
パ
ル
ス
を
発
生
さ
せ
、
地
球

上
に
あ
る
全



て

の

電

子

機

器

を

破

壊

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

」 

メ
ガ
ネ
「
と
い
う
事
は
？
」 

桃
太
郎
「
お
そ
ら
く
、
サ
イ
ボ
ー
グ
は

全
滅
し
ま
す
」 

会
社
員
「
な
ら
そ
れ
を
押
せ
ば
い
い

だ
け
だ
！
」 

桃
太
郎
「
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
弊

害
が
」 

会
社
員
「
今
は
そ
ん
な
事
を
言
っ
て

い
る
場
合
じ
ゃ

な

い

！

ケ

ン

タ

ロ

ウ

さ

ん

！

行

き

ま

し

ょ

う

！

」 

桃
太
郎
「
し
か
し…

…

」 

メ
ガ
ネ
「
ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
、
僕
も

行
き
ま
す
！
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
君
達
は
こ
こ
に
残
る

ん
だ
」 

メ
ガ
ネ
「
な
ぜ
で
す
か
？
僕
達
も
戦

い
ま
す
」 

会
社
員
「
私
も
同
じ
意
見
で
す
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
駄
目
だ
」 

メ
ガ
ネ
「
そ
ん
な
僕
達
が
頼
り
な
い

で
す
か
？
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
違
う
。
俺
が
い
な
い

間
、
こ
の
シ
ェ 

ル
タ
ー
に
い
る
人
々
を
誰
が
守
る
ん

だ
？
」 

 
 

 

メ
ガ
ネ
、
会
社
員
、
黙
り
込

む
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
シ
ェ
ル
タ
ー
の
人
々

の
事
を
頼
む
」 

メ
ガ
ネ
「
わ
か
り
ま
し
た
」 

 
 

 

会
社
員
、
少
し
遅
れ
て
、
力

強
く
頷
く
。 



○
汚
い
小
屋 

 
 

 
殿
森
、
伊
田
、
座
っ
て
い
る

。 

伊
田
「
外
の
景
色
が
映
画
と
同
じ
っ

て
事
は
、
こ
れ

っ
て
や
っ
ぱ
り
現
実
じ
ゃ
な
い
？
」 

殿
森
「
で
も
俺
達
は
生
き
て
る
よ
な

。
怪
我
も
し
て

な
い
し
。
と
い
う
事
は
あ
の
劇
場
の

観
客
は
全
員

エ
キ
ス
ト
ラ
っ
て
事
は
な
い
か
？
」 

伊
田
「
全
員
が
エ
キ
ス
ト
ラ
な
ら
絶

対
赤
字
に
な
る

で
し
ょ
」 

殿
森
「
商
業
施
設
な
ら
そ
う
や
ろ
な

」 

伊
田
「
ど
う
い
う
事
？
」 

殿
森
「
一
般
大
衆
を
相
手
に
し
た
ド

ッ
キ
リ
番
組
と

考

え

て

み

た

ら

ど

う

や

？

野

中

が

俺

達

を

誘

い

出
し
て
、
画
面
に
ま
で
登
場
し
た
ん

や
で
。
そ
れ

を
考
え
れ
ば
つ
じ
つ
ま
が
合
う
や
ろ

？
」 

伊
田
「
視
聴
者
参
加
型
ド
ッ
キ
リ
番

組
⁉
」 

殿
森
「
そ
れ
が
一
番
現
実
的
や
で
。

た
だ
、
あ
の
斧

は
ど
う
い
う
事
や
？
俺
に
向
っ
て
投

げ
て
、
よ
け

た
ら
椅
子
に
突
き
刺
さ
っ
て
た
」 

伊
田
「
何
か
仕
掛
け
が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
？
当
た
っ



て
も
怪
我
し
な
い
ヤ
ツ
だ
よ
ね
絶
対

」 

殿
森
「
そ
う
か
。
あ
の
椅
子
に
は
最

初
か
ら
仕
掛
け

が
あ
っ
た
ん
や
。
俺
達
が
暴
走
族
に

気
を
取
ら
れ

て
正
面
を
見
て
る
隙
に
何
か
を
し
た

ん
や
。
あ
れ

だ

け

の

数

の

エ

キ

ス

ト

ラ

が

い

れ

ば

そ

ん

な

事

は
簡
単
に
で
き
る
。
そ
う
考
え
れ
ば

や
り
方
は
い

く
ら
で
も
あ
る
わ
。
と
な
る
と
こ
れ

は
ド
ッ
キ
リ

番
組
や
」 

伊
田
「
で
も
今
の
時
代
に
こ
こ
ま
で

大
そ
れ
た
番
組

を
作
れ
る
か
な
？
」 

殿
森
「
テ
レ
ビ
で
見
る
の
と
現
実
に

そ
の
場
に
い
る

の
と
で
は
違
う
で
」 

伊
田
「
で
も
ド
ッ
キ
リ
の
為
に
あ
そ

こ
ま
で
の
映
画

を

作

る

っ

て

事

は

、

相

当

な

予

算

が

必

要

だ

よ

。

さ
す
が
に
無
理
だ
と
思
う
け
ど
」 

殿
森
「
資
金
力
の
あ
る
海
外
の
テ
レ

ビ
局
が
日
本
で

ド

ッ

キ

リ

を

仕

掛

け

て

る

可

能

性

は

ど

う

や

？

」 

伊
田
「
あ
ー
、
そ
れ
あ
り
え
る
か
も

」 

殿
森
「
あ
の
映
画
の
内
容
を
考
え
れ

ば
、
と
て
も
日

本
の
映
画
の
発
想
と
は
思
わ
れ
へ
ん

や
ろ
」 



伊
田
「
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
局
と
か

？
」 

殿
森
「
こ
の
感
じ
や
と
、
そ
う
い
う

オ
チ
に
な
り
そ

う
や
で
」 

伊
田
「
そ
れ
か
ー
。
じ
ゃ
あ
こ
れ
か
ら

ど
う
し
よ
う
」 

殿
森
「
お
そ
ら
く
、
そ
の
ド
ッ
キ
リ

番
組
は
日
本
だ

け
じ
ゃ
な
い
で
。
少
な
く
と
も
数
カ

国
、
多
け
れ

ば
数
十
カ
国
に
放
送
さ
れ
る
は
ず
や

。
こ
こ
で
の

俺
達
の
行
動
を
世
界
が
見
て
る
わ
け

や
」 

伊
田
「
そ
れ
す
ご
い
よ
ね
」 

殿
森
「
だ
か
ら
カ
ッ
コ
い
い
所
を
見

せ
と
い
た
ら
、

数

年

間

く

ら

い

は

ス

タ

ー

に

な

る

可

能

性

も

あ

る
で
」 

伊
田
「
で
も
俺
そ
ん
な
に
華
な
い
し

」 

殿
森
「
そ
れ
は
日
本
で
や
ろ
。
世
界
で

は
解
ら
ん
で
。

太
っ
た
女
性
が
好
き
と
か
、
そ
う
い

う
価
値
観
も

あ
る
や
ん
。
だ
か
ら
お
前
の
そ
の
貧

弱
な
感
じ
と

か
、
色
白
で
大
人
し
い
感
じ
が
い
い

っ
て
国
も
あ

り
え
る
で
。
た
だ
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
た

だ
の

人
や
ん
」 

伊
田
「
っ
て
事
は
」 

殿
森
「
こ
こ
で
活
躍
す
れ
ば
間
違
い

な
く
注
目
が
集



ま
る
」 

伊
田
「
で
、
ど
う
す
る
つ
も
り
？
」 

殿
森
「
と
り
あ
え
ず
、
俺
は
一
番
儲

か
る
国
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
み
る
わ
」 

伊
田
「
ア
メ
リ
カ
っ
て
い
う
か
、
ハ

リ
ウ
ッ
ド
進
出

を
狙
う
と
か
？
」 

殿
森
「
そ
れ
や
な
。
ア
メ
リ
カ
っ
て

マ
チ
ョ
イ
ズ
ム

や
ろ
。
筋
肉
質
で
男
ら
し
い
タ
フ
ガ

イ
が
人
気
や

ん
。
だ
か
ら
俺
は
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー

み
た
い
に
攻

め
る
わ
。
そ
れ
で
ア
メ
リ
カ
の
視
聴

者
の
間
で
の

人
気
を
ま
ず
獲
得
す
る
事
を
目
指
す

わ
」 

と
、
真
剣
な
顔
で
、
素
早
く
深
く
う
な
ず
く
。 

 

○
映
画
館
の
外 

 
 

 

メ
ガ
ネ
、
会
社
員
、
映
画
館

の
扉
を
見
て
い

る
。 

メ
ガ
ネ
「
映
画
館
の
扉
は
全
部
で
５

つ
」 

会
社
員
「
よ
し
、
全
て
塞
ご
う
」 

そ

こ

に

、

２

人

の

足

音

が

近

づ

い

て

く

る

。 

メ
ガ
ネ
、
会
社
員
、
そ
の
方
向
を
見

る
。 



そ
の
先
に
、
殿
森
、
ハ
チ
マ
キ
で
片
目
を
隠 

し
、
上
半
身
裸
で
、
全
身
茶
色
い
油
ま
み
れ 

に
な
っ
て
、
バ
イ
ク
の
マ
フ
ラ
ー
を
機
関
銃 

を
持
つ
よ
う
に
し
て
立
っ
て
い
る
。 

殿
森
「(

低
い
声)
ユ
ー
オ
ー
ラ
イ
？
」 

 
 

 

伊
田
、
隣
に
や
っ
て
来
る
。 

会
社
員
「
君
達
は
何
者
だ
？
」 

伊
田
「
デ
ッ
ド
タ
ウ
ン
救
世
主
物
語

の
観
客
で
す
」 

メ
ガ
ネ
「
そ
の
映
画
の
上
映
日
と
時

間
は
？
」 

殿
森
「(

低
い
声)

ト
ゥ
ー
ハ
ン
ド
レ
ッ
ト
、
デ
ィ
ス
、

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
」 

 
 

 

メ
ガ
ネ
、
会
社
員
、
顔
を
合

わ
せ
る
。 

 

○
映
画
観
の
出
入
口
・
内
側 

 
 

 

観
客
、
続
々
と
物
を
持
っ
て

や
っ
て
来
る
と
、

扉
を
塞
ぐ
よ
う
に
置
い
て
い
く
。 

会
社
員
、
観
客
達
、
扉
の
前
に
物
を
積
み
重

ね
て
い
る
。 

会
社
員
「
急
い
で
く
だ
さ
い
。
彼
ら

は
必
ず
戻
っ
て

き
ま
す
」 



 
 

 

メ
ガ
ネ
、
映
画
館
の
座
席
を

持
っ
て
く
る
。 

石
飛
と
楢
崎
、
大
き
な
ス
ピ
ー
カ
ー
を
２
人 

が
か
り
で
運
ん
で
い
る
。 

殿
森
、
自
動
販
売
機
を
引
き
ず
っ
て
来
る
と
、

扉
の
前
に
置
く
。 

石
飛
「
あ
の
人
す
げ
え
」 

楢
崎
「
ど
の
人
？
」 

石
飛
「
あ
そ
こ
の
脱
獄
囚
み
た
い
な

人
」 

楢
崎
、
石
飛
の
見
て
い
る
方
を
見
る

。 

殿
森
、
手
を
動
か
し
、
観
客
を
扉
の
方
に
誘

導
す
る
。 

殿
森
「(

低
い
声)

カ
モ
ー
ン
ベ
イ
ビ
ー
！
」 

 
 

 

と
、
格
好
を
つ
け
た
ポ
ー
ズ

を
決
め
る
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

桃
太
郎
、
入
っ
て
来
て
画
面

の
前
に
立
つ
。 

 

○
画
面
・
殺
風
景
な
道
路 

 
 

 

軽
ト
ラ
ッ
ク
が
走
っ
て
い
る

。 

 



○
映
画
館
の
外 

 
 

 
映
画
館
の
出
入
り
口
が
、
内

側
か
ら
物
で
完

全
に
塞
が
れ
て
い
る
。 

 

○
映
画
館
の
出
入
口
・
内
側 

 
 

 

物
が
扉
を
塞
ぐ
よ
う
に
置
か

れ
て
い
る
。 

観
客
達
、
疲
れ
た
様
に
立
っ
て
い
る

。 

メ
ガ
ネ
、
タ
オ
ル
で
額
の
汗
を
拭
く

。 

会
社
員
、
両
腕
を
組
ん
で
塞
が
れ
た
扉
を
見

て
い
る
。 

会
社
員
「
こ
れ
で
し
ば
ら
く
は
奴
ら

の
侵
入
を
防
げ

る
だ
ろ
う
」 

殿
森
、
目
を
細
め
、
片
足
を
物
の
上
に
乗
せ
、

格

好

を

つ

け

て

口

か

ら

空

気

を

吐

き

出

す

。 

 

○
劇
場 

桃
太
郎
、
画
面
の
正
面
に
立
っ
て
い

る
。 

画
面
に
は
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
を

運

転

し

て

い

る

姿

が

映

し

出

さ

れ

て

い

る

。

観

客

、

続

々

と

戻

っ

て

来

て

画

面

を

見

る

。 



○
画
面
・
建
物
の
前 

軽

ト

ラ

ッ

ク

、

走

っ

て

来

る

と

停

車

す

る

。 
ケ

ン

タ

ロ

ウ

、

軽

ト

ラ

ッ

ク

か

ら

降

り

る

。 

 
 

 

建
物
を
見
上
げ
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
こ
こ
に
そ
の
ボ
タ
ン

が
」 

と
、
建
物
の
方
に
走
っ
て
行
く
。 

 

〇
画
面
・
建
物
の
入
り
口
・
外 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
扉
の
前
に
や
っ
て
来

る
。
ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

カ

ギ

を

取

り

出

し

て

扉

を

開

け
、
中
に
入
る
。 

 

○
建
物
の
中
・
通
路 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
扉
の
元
に
歩
い
て
行

く
。 

そ
の
隣
を
、
丸
く
小
さ
い
小
型
情
報
端
末
が

拮
抗
し
て
飛
ん
で
い
る
。 

桃
太
郎
の
声｢

ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
。
扉

の
す
ぐ
横
に
暗

証
番
号
入
力
キ
ー
が
あ
り
ま
す
か
？｣

 

 
 

 

扉
の
隣
に
、
番
号
入
力
キ
ー

が
あ
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
そ
の
前
に
立
つ
。 



ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
あ
あ
」 

桃
太
郎
「
暗
証
番
号
は
７
７
７
７
７

７
７
、
７
を
７

回
で
す
。
そ
れ
で
開
く
は
ず
で
す
」 

ケ

ン

タ

ロ

ウ

、

７

の

ボ

タ

ン

を

７

回

押

す

。 

 
 

 

鍵
の
開
く
音
が
響
く
。
ケ
ン

タ
ロ
ウ
、
扉
を 

開
け
て
中
に
入
る
。 

 

○
建
物
の
中
・
司
令
室 

パ
ソ
コ
ン
が
何
台
も
並
ん
で
い
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
正
面
に
、
大
き
な
装
置
が
あ

る
。
ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
横
を
丸
く
小
さ
な
小
型

情
報
収
集
端
末
が
飛
ん
で
い
る
。 

桃
太
郎
の
声
「
目
の
前
に
あ
る
大
き

な
赤
い
解
除
レ

バ
ー
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
」 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
赤
い
レ
バ
ー

を
上
げ
る
。 

お
ば
さ
ん
の
声
「
超
高
出
力
電
磁
パ

ル
ス
を
発
射
さ

せ
る
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
く
だ

さ
い
」 

桃
太
郎
の
声
「
パ
ス
ワ
ー
ド
は
先
ほ

ど
と
同
じ
で
す
」 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
７
を
７
回
入

力
す
る
。 

お
ば
さ
ん
の
声
「
超
高
出
力
電
磁
パ

ル
ス
の
発
射
ま



で
、
残
り
１
０
分
で
す
」 

 

〇
映
画
館 

 
 

 

桃
太
郎
、
画
面
の
前
に
立
っ

て
い
る
。 

桃
太
郎
「
ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
、
こ
れ

で
、
サ
イ
ボ
ー 

グ
は
全
て
破
壊
さ
れ
ま
す
」 

観
客
達
、
歓
声
を
上
げ
る
。 

 
 

 

メ
ガ
ネ
、
安
心
す
る
様
に
息

を
吐
く
。 

 
 

 

会
社
員
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を

す
る
。 

 
 

 

床
に
座
っ
て
い
る
博
之
、
隅

で
落
ち
込
む
様

に
下
を
向
い
て
、
口
を
尖
ら
せ
て
い

る
。 

 

○
画
面
・
建
物
の
通
路 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
開
い
た
扉
か

ら
出
て
く
る
と
、

出
口
の
方
へ
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
行

く
。 

 

○
画
面
・
建
物
の
出
入
口
・
外 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
扉
を
開
け
て

出
て
く
る
。 

悪
太
郎
、
悪
次
郎
、
立
っ
て
い
る
。 

そ
の
背
後
に
、
バ
イ
ク
に
ま
た
が
っ
た
暴
走



族
達
、
周
囲
を
囲
む
よ
う
に
埋
め
尽
く
し
て

い
る
。 

悪
太
郎
「
見
つ
け
た
ぞ
！
」 

 
 

 

暴
走
族
達
、
雄
た
け
び
を
上

げ
だ
す
。 

 

○
劇
場 

 
 

 

桃
太
郎
、
メ
ガ
ネ
、
会
社
員

、
観
客
達
、
驚

い
て
呆
然
と
す
る
。 

客

D

、
画
面
の
前
に
走
っ
て
来
る
。 

客

D

「
お
い
バ
イ
ク
の
野
郎
ど
も
！

道
を
開
け
ろ
！
」 

悪
太
郎
の
声
「
あ
っ
、
な
ん
だ
と
⁉

」 

 
 

 

画
面
に
映
る
悪
太
郎
、
悪
次

郎
、
バ
イ
ク
に

ま
た
が
っ
た
暴
走
族
達
、
カ
メ
ラ
目
線
に
な

る
。 

 

○
建
物
の
前 

 
 

 

悪
太
郎
、
悪
次
郎
、
バ
イ
ク

に
乗
っ
た
暴
走

族
達
、
浮
い
て
い
る
小
型
情
報
端
末
を
睨
み

つ
け
て
い
る
。 

客

D

の
声
「
あ
と
数
分
で
超
高
出
力

電
磁
パ
ル
ス
が



放
た
れ
て
お
前
ら
は
破
壊
さ
れ
る
ん

だ
！
」 

悪
太
郎
「
な
ん
だ
と
ー
！
」 

と

、

慌

て

だ

す

。

暴

走

族

達

、

ざ

わ

め

く

。 

客

D

の
声
「
お
前
ら
の
負
け
だ
。
だ

か
ら
お
と
な
し

く
道
を
開
け
て
ケ
ン
タ
ロ
ウ
を
通
せ

！
」 

悪
太
郎
「
ク
ソ
ー
！
」 

 
 

 

と
、
自
分
の
体
を
叩
く
。 

 

〇
劇
場 

 
 

 

観
客
達
、
歓
声
を
上
げ
る
、 

 

〇
画
面
・
建
物
の
前 

 
 

 

悪
次
郎
、
焦
っ
て
動
き
回
る

。 

悪
次
郎
「
あ
っ
、
兄
貴
！
ど
う
す
ん

だ
よ
！
」 

悪
太
郎
、
正
面
を
睨
ん
で
考
え
て
い

る
。 

悪
太
郎
「
今
す
ぐ
高
出
力
電
磁
パ
ル

ス
の
発
射
は
止

め
る
ん
だ
。
行
く
ぞ
！
」 

 
 

 

と
、
手
を
大
き
く
振
っ
て
合

図
を
す
る
。 

 
 

 

暴
走
族
達
、
バ
イ
ク
を
降
り

て
、
ケ
ン
タ
ロ

ウ
に
突
進
す
る
。 



ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
取
り
出
し

て
振
り
回
す
。
暴
走
族
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
で

叩
か
れ
地
面
に
倒
れ
て
い
く
。 

 

〇
劇
場 

石
飛
、
目
を
大
き
く
開
け
て
い
る
。 

石
飛
「
す
げ
え…

…

強
え
ー…

…

」 

会
社
員
、
握
り
拳
を
作
り
手
を
上
げ

る
。 

会
社
員
「
ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
が
あ
の

サ
イ
ボ
ー
グ
を

ぶ
ち
の
め
し
た
ぞ
！
」 

観
客
達
、
湧
き
上
が
る
。 

桃
太
郎
、
表
情
を
硬
直
さ
せ
て
画
面
を
見
て

い
る
。 

 

〇
画
面
・
建
物
の
出
入
口 

暴
走
族
達
、
さ
ら
に
攻
め
込
む
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
振
り
回
し 

て
暴
走
族
達
を
倒
し
て
い
く
。 

悪
太
郎
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
に
タ
ッ
ク
ル
を
す
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
押
し
飛
ば
さ
れ
倒
れ

る
。 



〇
劇
場 

 
 

 
観
客
達
、
ど
よ
め
く
。 

桃
太
郎
、
会
社
員
、
メ
ガ
ネ
、
驚
い
た
様
に

画
面
を
見
て
い
る
。 

会
社
員
「
ダ
メ
だ
！
敵
の
数
が
多
過

ぎ
る
」 

メ
ガ
ネ
「
ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
逃
げ
て

く
だ
さ
い
！
」 

 
 

 

画
面
に
映
っ
て
い
る
ケ
ン
タ

ロ
ウ
、
建
築
物 

の
前
で
倒
れ
て
い
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
駄
目
だ
。
奴
ら
に
高

出
力
電
磁
パ
ル

ス
を
止
め
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」 

と
、
立
ち
上
が
っ
て
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
振
り 

回
す
。
暴
走
族
達
の
攻
撃
を
受
け
て
倒
れ
る
。 

メ
ガ
ネ
「
ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
！
」 

 
 

 

殿
森
、
格
好
を
つ
け
た
表
情

で
画
面
に
手
を

向
け
る
。 

殿

森

「(

低

い

声)

ヘ

イ

！

ケ

ン

タ

ロ

ウ

！

カ

ム

バ

ッ

ク
！
」 

 
 

 

と
、
両
手
で
大
き
く
手
招
き

を
す
る
。 

 

○
画
面
・
建
物
の
出
入
口
・
外 



ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
立
ち
上
が
り
、
扉
を
開
け
る
。

足
を
引
き
ず
っ
て
建
築
物
の
中
に
入

る
。 

悪
太
郎
の
声
「
奴
を
逃
が
す
な
！
」 

 
 

 

と
、
暴
走
族
、
扉
に
突
進
し

て
行
く
。 

 

○
画
面
・
建
物
の
通
路 

 
 

 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
扉
を
閉
め
、

鍵
を
か
け
る
。 

外
か
ら
扉
が
叩
か
れ
、
振
動
す
る
。 

 

○
建
物
の
出
入
口
・
外 

 
 

 

暴
走
族
達
、
扉
を
武
器
で
叩

い
て
い
る
。 

悪
太
郎
、
そ
の
後
ろ
に
立
っ
て
い
る

。 

悪
太
郎
「
早
く
ぶ
っ
壊
せ
！
」 

 
 

 

悪
次
郎
、
背
後
で
バ
イ
ク
に

乗
っ
て
エ
ン
ジ

ン
を
吹
か
す
。 

悪
次
郎
「
兄
貴
、
俺
が
や
る
！
」 

悪
太
郎
「
お
ま
え
ら
道
を
明
け
ろ
！

」 

暴
走
族
達
、
道
を
空
け
る
。 

悪
次
郎
、
扉
に
向
っ
て
バ
イ
ク
を
急
発
進
さ 

せ
る
。 



○
建
物
の
通
路 

悪
次
郎
、
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
、
扉
を
突
き
破

っ
て
入
っ
て
来
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
フ
ル
ス
イ

ン
グ
し
て
、
悪
次
郎
を
地
面
に
転
倒
さ
せ
る
。

悪
太
郎
、
こ
ん
棒
を
片
手
に
扉
か
ら
入
っ
て

来
る
。
そ
の
ま
ま
、
悪
次
郎
を
踏
み
つ
け
て

進

み

、

ケ

ン

タ

ロ

ウ

に

タ

ッ

ク

ル

を

す

る

。

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
倒
れ

る
。 

悪
太
郎
、
持
っ
て
い
る
こ
ん
棒
を
振
り
上
げ

ケ
ン
タ
ロ
ウ
に
襲
い
か
か
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
悪
太
郎
に

向
け
る
。 

悪
太
郎
、
悔
し
そ
う
に
立
ち
止
ま
る

。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
悪
太
郎
に
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を

向
け
た
ま
ま
起
き
上
が
る
と
、
後
ず
さ
り
す

る
よ
う
に
、
司
令
室
の
開
い
た
扉
の
方
に
向

か
う
。 

悪
太
郎
「
行
か
せ
る
か
！
」 

と
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
に
突
進
す
る
。 



ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
の
引
き
金
を

引
い
て
Ｂ
Ｂ
弾
を
発
射
す
る
。 

悪
太
郎
の
顔
に
当
た
り
、
痛
が
っ
て
止
ま
る
。

ケ

ン

タ

ロ

ウ

、

そ

の

隙

に

司

令

室

に

入

る

。 

 

○
司
令
室 ケ

ン
タ
ロ
ウ
、
急
い
で
扉
を
閉
め
、
鍵
を
閉

め
る
。
部
屋
の
中
央
に
行
く
と
、
地
べ
た
に

座
り
込
む
。
外
か
ら
激
し
く
扉
が
叩
か
れ
る
。 

 

○
画
面
・
建
物
の
通
路 

悪
太
郎
、
指
令
室
の
扉
に
タ
ッ
ク
ル
を
繰
り

返
す
。 

暴

走

族

達

、

周

囲

で

そ

の

姿

を

見

て

い

る

。 

 

○
劇
場 

扉
を
叩
く
音
が
響
い
て
い
る
。 

メ
ガ
ネ
、
会
社
員
、
観
客
達
、
不
安
そ
う
に

画
面
を
見
て
い
る
。 

桃
太
郎
、
険
し
い
表
情
で
画
面
を
見
て
い
る
。 



メ
ガ
ネ
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
、
あ
の
扉

も
破
壊
さ
れ
る

ん
じ
ゃ
」 

桃
太
郎
「
そ
れ
は
大
丈
夫
で
す
。
重

要
施
設
の
指
令

室
を
守
る
扉
で
す
。
爆
撃
を
受
け
て

も
壊
れ
る
事

は
あ
り
ま
せ
ん
」 

会
社
員
、
画
面
に
一
歩
近
づ
く
。 

メ
ガ
ネ
「
ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
！
聞
こ

え
ま
し
た
か
？
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
声
「
あ
あ
、
聞
こ
え

た
と
も
。
こ
れ

で
、
サ
イ
ボ
ー
グ
は
終
わ
り
だ
」 

 
 

 

観
客
達
、
嬉
し
そ
う
に
す
る

。 

石
飛
、
安
心
す
る
様
に
一
息
吐
く
。 

楢
崎
、
嬉
し
そ
う
に
石
飛
を
見
る
。 

楢
崎
「
こ
れ
で
後
は
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
を
待
つ
だ
け

だ
ね
」 

石
飛
「
そ
う
だ
ね
」 

と
、
頷
く
。
会
社
員
、
観
客
達
の
方
を
向
く
。 

会
社
員
「
サ
イ
ボ
ー
グ
が
全
て
死
滅

し
た
ら
、
み
ん

な
で
一
杯
や
り
ま
し
ょ
う
！
」 

 
 

 

観
客
達
、
盛
り
上
が
る
。 

メ
ガ
ネ
「
そ
れ
賛
成
で
す
。
ね
、
ケ
ン

タ
ロ
ウ
さ
ん
！
」 



ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
残
念
だ
が
、
俺
は
参

加
で
き
な
い
」 

 
 

 
会
社
員
、
画
面
の
方
へ
振
り

返
る
。 

会
社
員
「
ま
さ
か
、
お
酒
が
飲
め
な
い

と
か
で
す
か
？
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
そ
う
だ
。
俺
が
飲
め

る
の
は
、
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
だ
け
な
ん
だ
」 

 
 

 

メ
ガ
ネ
、
会
社
員
、
観
客
達

、
考
え
る
様
に

呆
然
と
黙
る
。 

会
社
員
「
エ
ン
ジ
ン…

…

オ
イ
ル…

…

」 

画
面
に
映
っ
て
い
る
、
指
令
室
で
座
っ
て
い

る
ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
俺
は

3

年
前
、
こ
の

崩
壊
し
た
地
上 

で
目
を
覚
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
の
記

憶
は
何
一
つ 

無
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の

記
憶
を
捜
し 

求
め
て
迷
い
続
け
て
い
た
。
だ
が
君

達
と
共
に
行

動
し
て
解
っ
た
。3

年
前
、
地
上
は

崩
壊
し
て
い

な
か
っ
た
。
そ
う
、
俺
の
記
憶
は
全

て
作
ら
れ
た

も
の
だ
っ
た
ん
だ
」 

メ
ガ
ネ
「
ま
さ
か…

…

ケ
ン
タ
ロ
ウ

さ
ん
も…

…

」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
そ
う
だ
、
俺
は
川
村

重
工
の
博
士
達

に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た
、
オ
イ
ル
を

燃
料
と
す
る



た

っ

た

１

台

し

か

な

い

、

Ｈ

７

型

の

試

作

機

だ

」 

 
 

 
観
客
達
、
ど
よ
め
く
。 

会
社
員
「
じ
ゃ
あ
、
高
出
力
電
磁
パ

ル
ス
が
発
射
さ

れ
た
ら
？
」 

 
 

 

と
、
桃
太
郎
を
見
る
。 

桃
太
郎
、
悲
し
そ
う
に
頷
く
。 

メ
ガ
ネ
「
ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
、
そ
れ

な
ら
今
す
ぐ
発

射
ス
イ
ッ
チ
を
止
め
て
く
だ
さ
い
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
そ
れ
は
で
き
な
い
。

奴
ら
を
こ
の
地

上

か

ら

完

全

に

消

滅

さ

せ

る

事

が

俺

の

役

割

だ

」 

メ
ガ
ネ
「
そ
ん
な
事
な
い
で
す
。
僕

達
が
い
ま
す
！

僕
は
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
と
出
会
っ

て
、
戦
う
事

の
で
き
る
男
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
別
の
方

法

で

一

緒

に

戦

っ

て

奴

ら

を

倒

し

ま

し

ょ

う

！

」 

観
客
達
Ｅ
「
そ
う
だ
！
そ
う
だ
！
俺

達
だ
っ
て
戦
え 

 

る
。
そ
う
だ
よ
な
！
み
ん
な
！
」 

観
客
達
Ｆ
「
あ
あ
、
そ
の
通
り
だ
！

」 

観
客
Ｇ
「
そ
う
だ
。
俺
も
戦
う
ぜ
！

」 

観
客
Ｈ
「
俺
も
だ
！
」 

 
 

 

観
客
達
、
同
意
す
る
様
に
盛

り
上
が
る
。 



殿
森
、
リ
ー
ダ
ー
の
様
に
観
客
全
員
を
見
渡

す
と
、
目
を
瞑
り
、
ク
ス
ク
ス
と
笑
い
だ
す
。

博
之
、
隅
で
落
ち
込
む
様
に
口
を
尖
ら
せ
下

を
向
い
て
座
っ
て
い
る
。 

石
飛
、
不
安
そ
う
に
し
て
い
る
楢
崎
の
肩
に

手
を
乗
せ
、
顔
を
合
せ
て
頷
く
。 

楢
崎
、
少
し
遅
れ
て
、
息
を
飲
む
様
に
頷
く
。 

観
客
Ｅ
「
み
ん
な
で
奴
ら
と
戦
う
ぞ

ー
！
」 

 
 

 

目
を
瞑
っ
て
い
る
殿
森
、
目

を
開
け
る
と
、

一
歩
前
に
出
て
観
客
達
を
見
る
。 

殿
森
「(

低
い
大
声)

オ
ー
ケ
ー
ベ
イ
ビ
ー
！
」 

 
 

 

メ
ガ
ネ
、
会
社
員
、
殿
森
の
方

を
見
て
か
ら
、 

 
 

 

嬉
し
そ
う
に
顔
を
合
せ
、
画

面
を
見
る
。 

会
社
員
「
聞
こ
え
ま
し
た
か
ケ
ン
タ

ロ
ウ
さ
ん
！
」 

観
客

C

、
慌
て
て
劇
場
に
入
っ
て
来

る
。 

観
客

C

「
大
変
だ
！
外
に
別
の
暴
走

族
が
や
っ
て
き

て
、
バ
リ
ケ
ー
ド
を
物
凄
い
勢
い
で

破
壊
し
て
る
。 

そ
れ
も
、
ま
だ
見
た
事
の
な
い
巨
人

み
た
い
な
サ

イ
ボ
ー
グ
が
何
体
も
い
る
ん
だ
！
」 

 
 

 

観
客
達
、
不
安
そ
う
な
表
情

を
浮
か
べ
、
動 



揺
し
た
声
を
上
げ
だ
す
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
お
ち
つ
け
！
も
う
奴

ら
は
終
わ
り
だ
」 

メ
ガ
ネ
「
で
も
そ
れ
だ
と
ケ
ン
タ
ロ

ウ
さ
ん
が…

…

」 

会
社
員
「
そ
う
で
す
よ
。
ケ
ン
タ
ロ

ウ
さ
ん
が
い
な

け
れ
ば
、
誰
が
僕
達
を
？
」 

 

〇
画
面
・
司
令
室 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
、
カ
メ
ラ
目
線
に
な
り
笑
み
を

浮
か
べ
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
も
う
す
で
に
い
る
じ

ゃ
な
い
か
。
次

の
時
代
を
背
負
う
若
き
指
導
者
が
」 

 

○
劇
場 

画
面
に
は
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
が
カ
メ
ラ
目
線
で

立
っ
て
い
る
姿
が
映
っ
て
い
る
。 

メ
ガ
ネ
、
会
社
員
、
呆
然
と
し
て
い

る
。 

メ
ガ
ネ
「
新
し
い…

…

リ
ー
ダ
ー…

…

」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
俺
を
何
度
も
窮
地
か

ら
救
い
、
こ
れ

か
ら
の
闘
い
を
勝
利
に
導
く
若
き
男

が
」 

 
 

 

格
好
を
つ
け
て
ポ
ー
ズ
を
決

め
て
い
る
殿
森
、



ニ
ヤ
リ
と
し
て
か
ら
、
呆
然
と
し
た
表
情
で

姿

勢

を

変

え

、

自

分

の

手

の

ひ

ら

を

見

る

。 

会
社
員
「
ま
さ
か…

…

」 

と
、
隅
で
口
を
尖
ら
せ
て
落
ち
込
ん
で
座
っ

て
い
る
博
之
を
見
る
。 

博
之
の
元
に
会
社
員
、
や
っ
て
来
る

。 

会
社
員
「
ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
が
君
を

呼
ん
で
い
る
よ
」 

 
 

 

博
之
、
会
社
員
を
見
上
げ
る

。 

会
社
員
、
博
之
と
画
面
の
正
面
に
歩
い
て
来

る
。 

会
社
員
「
さ
あ
」 

 
 

 

と
、
腕
で
ケ
ン
タ
ロ
ウ
が
映

る
画
面
を
示
す
。 

博
之
「
も
し
も
し
？
」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
あ
の
時
の
君
か
」 

博
之
「
は
っ
、
は
い…
…

」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
君
は
俺
と
共
に
戦
い

、
俺
を
何
度
も

救
っ
て
く
れ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
今
、

超
自
然
原
理

主
義
か
ら
勝
利
を
勝
ち
取
れ
る
ん
だ

」 

博
之
「
う
ぉ
ー…

…

」 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
君
に
は
並
外
れ
た
実

力
と
直
感
、
危



機
に
対
処
す
る
能
力
が
あ
る
。
俺
が

い
な
く
な
っ

た
後
、
そ
の
力
を
生
き
残
っ
た
人
々

の
為
に
使
っ

て
く
れ
。
皆
が
君
の
指
示
を
待
っ
て

い
る
」 

博
之
、
驚
い
た
様
に
呆
然
と
す
る
。 

会
社
員
「
ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
は
、
君
を

認
め
た
ん
だ
。

だ
か
ら
、
君
は
僕
達
の
リ
ー
ダ
ー
だ

」 

 
 

 

観
客
達
、
博
之
を
見
て
拍
手

を
す
る
。 

 
 

 

博
之
、
観
客
達
を
見
渡
す
。 

博
之
「
う
ぉ
ー
」 

 
 

 

と
、
少
し
だ
け
嬉
し
そ
う
に

す
る
。 

お
ば
さ
ん
の
声
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
充

完
了
。
超
高
出

力
電
磁
パ
ル
ス
を
発
射
し
ま
す
」 

 
 

 

観
客
達
、
動
揺
す
る
。 

メ
ガ
ネ
「
ケ
ッ
、
ケ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん…

…

」 

会
社
員
、
握
り
拳
を
作
り
下
を
向
く

。 

桃
太
郎
、
目
を
つ
む
る
。
観
客
達
、
ざ
わ
め

く
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
「
後
の
事
は
任
せ
た
ぞ

」 

と
、
タ
レ
目
の
サ
ン
グ
ラ
ス
を
外
す

。
細
す

ぎ
る
タ
レ
目
を
出
し
、
カ
メ
ラ
目
線
で
笑
み



を
浮
か
べ
る
。 

画
面
を
じ
っ
と
見
て
い
る
殿
森
、
姿
勢
を
整

え
、
素
早
く
敬
礼
を
す
る
。 

ケ
ン
タ
ロ
ウ｢
さ
ら
ば
だ
、
友
よ｣

 

 
 

 

次
の
瞬
間
、
全
て
の
電
気
が

消
え
暗
く
な
る
。

補
助
電
源
が
入
り
、
薄
暗
い
照
明
が
場
内
を

照
ら
す
。
静
ま
り
返
る
室
内
。 

メ
ガ
ネ
、
肩
を
落
と
し
て
い
る
。 

桃

太

郎

、

目

を

瞑

っ

て

下

を

向

い

て

い

る

。

頭
に
斧
が
刺
さ
っ
て
い
る
静
江
、
心
地
良
く

眠
る
様
に
上
向
き
に
倒
れ
て
い
る
。 

涙
を
流
し
て
い
る
会
社
員
、
隣
の
博
之
の
方

を
見
る
と
、
何
か
を
発
見
し
た
よ
う
な
表
情

に
な
る
。 

博
之
、
タ
レ
目
の
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か

け
、
下

唇

で

上

唇

を

隠

す

よ

う

に

口

元

を

引

き

締

め
、
決
心
し
た
よ
う
な
表
情
で
画
面
を
見
て

い
る
。 

殿
森
、
背
を
向
け
て
、
出
口
に
ゆ
っ
く
り
と

歩
い
て
行
く
。
扉
の
前
で
立
ち
止
ま

り
、
画



面
の
方
へ
と
振
り
返
る
。 

殿
森
「(
低
い
声)

ア
ス
タ
ラ
ビ
ス
タ
ベ
イ
ビ
ー
」 

と
、
背
を
向
け
、
扉
の
外
に
出
て
行

く
。 

 

○
映
画
観
の
外(

夜) 

月
明
か
り
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る

。 

殿
森
、
伊
田
、
呆
然
と
遠
く
を
見
て
立
っ
て 

い
る
。 

足
元
に
丸
い
情
報
端
末
が
落
ち
て
い

る
。 

殿
森
「
こ
れ
い
つ
終
る
ん
や
？
も
う

夜
や
で
」 

伊
田
「…

…

」 

殿
森
「
ア
メ
リ
カ
の
ド
ッ
キ
リ
番
組

っ
て
、
こ
ん
な

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
待
た
す
ん
か
？｣

 

伊
田
「
も
し
か
し
て
、
ア
メ
リ
カ
も

テ
レ
ビ
も
関
係

な
く
て
、
全
部
現
実
だ
っ
た
り
し
て

」 

殿
森
、
小
型
情
報
収
集
端
末
を
拾
う

。 

殿
森
「
も
し
か
し
て
、
俺
の
勘
違
い

？
」 

 
 

 

伊
田
、
生
唾
を
飲
む
。 

伊
田
「
そ
う
か
も
」 

 
 

 

殿
森
、
遠
く
を
見
る
。 



殿
森
「
確
か
に
、
ド
ッ
キ
リ
番
組
な

ら
、
も
う
野
中

が

ド

ッ

キ

リ

っ

て

書

か

れ

た

プ

ラ

カ

ー

ド

を

持

っ
て
出
て
来
て
る
は
ず
や
も
ん
な
」 

伊
田
「…

…
」 

殿
森
「
も
し
か
す
る
と
こ
の
展
開
、

実
は
全
部
現
実

や
っ
た
っ
て
オ
チ
ち
ゃ
う
や
ろ
う
な…

…

」 

伊
田
「
車
を
買
う
為
に
お
金
貯
め
て

た
の
に…

…

」 

殿
森
「
い
や
、
車
や
っ
た
ら
そ
こ
に

ケ
ン
タ
ロ
ウ
の

あ
る
か
ら
も
ら
え
ば
い
い
や
ん
。
も

う
お
ら
ん
し
」 

伊
田
「
あ
あ…

…

そ
う
だ
ね…

…

」 

殿
森
「
で
、
ど
う
し
よ
。
こ
れ
、
ち

ょ
っ
と
ま
ず
い

状
態
や
で…

…

」 

と
、
呆
然
と
周
囲
を
見
渡
す
。 

  


